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知的 情緒 肢体 虚弱 難聴

東 部 小 学 校 中央4丁目4 372-3511 設楽　正敏 16 2 2 365 29

西 部 小 学 校 輪厚５０８番地３ 376-2104 椿野　次雄 14 1 1 1 294 21

大 曲 小 学 校 大曲柏葉2丁目14-6 376-2253 比良　彰男 18 1 1 1 466 29

西の里小学校 西の里401 375-2520 宮崎　智子 15 1 1 1 424 26

西の里小学校
陽香分校

西の里1015 375-3673 〃 2 1 2 5

北の台小学校 共栄町4丁目6-1 373-3500 柳田　卓哉 16 1 1 1 397 28

大曲東小学校 大曲光2丁目8 377-7000 菅原　聡 17 1 1 486 31

双 葉 小 学 校 若葉町3丁目12 373-5665 河村　英俊 15 1 1 1 312 24

緑ヶ丘小学校 高台町2丁目1 373-3330 佐々木　一友 10 1 1 214 19

123 9 10 5 0 0 2,960 212

東 部 中 学 校 美咲き野1丁目12-1 372-3030 出村　好孝 15 1 1 469 32

西 部 中 学 校 輪厚中央1丁目12 376-2252 城野　文久 8 1 1 193 19

大 曲 中 学 校 大曲中央2丁目4-1 376-2354 大西　二生 18 1 1 1 493 40

西の里中学校 西の里790 375-2843 高松　篤 10 1 1 231 22

西の里中学校
陽香分校

西の里1015 375-3673 〃 4 1 1 8 10

広 葉 中 学 校 広葉町5丁目1 373-4918 岡本　仁 9 1 1 1 189 19

緑 陽 中 学 校 緑陽町3丁目4 372-2239 小川　満 6 1 1 100 15

70 7 7 2 0 0 1,683 157

193 16 17 7 0 0 4,643 369

注1.学校基本調査による。
注2.教職員数は、校長・教頭・教諭（養護教諭・栄養教諭等を含む。兼務者は除く。）・事務職員の集計。
　　（非常勤職員は除く）

北広島市立小・中学校一覧
（平成30年5月1日現在）

小　　　計

合　　　計

教職員
数
（注
2）

学 校 名 電 話 校 長 名

学 級 数

うち特別支援学級数所 在 地

小　　　計

児童
生徒
数
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（平成30年4月1日現在）

学　校　名 通　　学　　区　　域 学　校　名 通　　学　　区　　域

東部小学校
東の里・中の沢・南の里・富ヶ岡・稲
穂町・新富町・朝日町・美沢・中央

北の台小学校
共栄・北の里・共栄町・東共栄・美
咲き野

西部小学校
島松・輪厚・希望ヶ丘・三島・輪厚中
央・輪厚元町・輪厚工業団地

西部中学校 西部小学校の通学区域

大曲小学校

大曲（大曲東小学校の通学区域を
除く）・大曲柏葉・大曲南ヶ丘・大曲
中央・大曲工業団地・大曲末広（５
丁目、６丁目及び７丁目）・大曲幸
町・仁別

大曲東小学校

大曲（大曲790番地32を起点として
札幌市界の東側かつ大曲876番地
を起点として中の沢川の北側）・大
曲末広（１丁目から４丁目まで）・西
の里（国有林）・大曲光・大曲緑ヶ
丘・大曲並木

西の里小学校

西の里(大曲東小学校の通学区域
及び西の里1015番地のうち、北海
道立児童福祉施設条例（昭和36年
北海道条例第37号）第１条に規定
する北海道立向陽学院の入所者の
寮（以下「寮」という。）の部分を除
く。)西の里東・西の里北・西の里
南・虹ヶ丘

西の里中学校 西の里小学校の通学区域

双葉小学校
広葉町・栄町・輝美町・北進町
若葉町・青葉町・白樺町・南町

広葉中学校 双葉小学校の通学区域

緑ヶ丘小学校
高台町・泉町・里見町
松葉町・緑陽町・山手町

緑陽中学校 緑ヶ丘小学校の通学区域

　西の里小学校
　陽香分校

西の里1015番地
        （寮の部分に限る。）

　西の里中学校
　陽香分校

西の里1015番地
        （寮の部分に限る。）

通　　学　　区　　域

東部小学校及び北の台小学校
の通学区域

大曲小学校及び大曲東小学
校の通学区域

東部中学校

大曲中学校
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（小学校）

所在地

電　話

開　校

年月日

職員数

児童数

学校の

教育目標

平成

３０

年度

学校経営

の

基本方針

各 学 校 の 概 要

北広島市立東部小学校

校
章
の
由
来

　３７２－３５１１

　明治２５年１０月１０日

（平成30年5月1日現在）

校長名 　設　　楽　　正　　敏

　北広島市中央４丁目４番地  北国の風雪に耐え開拓した祖先をしのびながら、自ら
も心身共に健全な成長を願い北海道を表徴する雪の結
晶を用いた。六頂は「東」を雪の模様に図案化し、世
間に発展する人間の育成を希求した。中心に「広東
小」の文字を配し、六つの三角形は六学年の児童が手
を結び、強く・たくましく・仲良く助け合って未来に
向かって伸びることを願ったもの。

学校名

注１．教諭数には校長・教頭を含む

沿
革
史

　特別支援　４学級

　養護教諭　　　　　　　　　１名

　栄養教諭　　　　　　　　　１名

　事務職員　　　　　　　　　２名

特
色
あ
る
教
育
活
動

　業務主事・事務補助員　　　２名

　特別支援教育支援員　　　　２名

　特別支援学級介助員　　　　１名

　心の教室相談員・スクールカウンセラー　２名

　普通　  １２学級

「進んで考え、共に学び合う子どもの育成」
　
～国語の授業改善を通して～

　新しい伝統を築き、互いを尊重し、
　　　共に支え合う子どもの育成を目指して
　　～東部スタンダードの確立
　　　　　　　　小中一貫した教育活動の推進～
１　今年度の重点目標
　　「東部スタンダード」（あいさつ・準備・思い
　　やり）を実践する子どもの育成
２　今年度の重点
(1) 教育目標の達成を目指し、教職員の学校経営へ
　　の積極的参加と相互の和のもとで信頼と調和の
　　ある学校を創造する。
　　「愛情と信頼」「社会に開かれた教育課程」

(2) 人間性豊かな子どもの育成のために、子ども一
　　人一人の特性を捉え、心のふれあいを大切にし
　　た教育活動の充実に努める。
　　「生きる力」「自己実現」

(3) 確かな学力の定着を図るために、子どもが自ら
　　学び、考え、判断できるようにするとともに、
　　基礎基本的な学習内容の確かな定着を図る、分
　　かる楽しい授業や指導法の充実に努める。
　　「確かな学力」「自己教育力」

(4) 豊かな心と健やかな体を培い、教科、特別の教
　　科道徳、特別活動・総合的学習の時間、外国語
　　活動など全ての教育活動の中で「感謝の心や行
　　動を育む教育」を推進する。
　　「豊かな心」「健やかな体」

(5) 組織的・計画的な研修体制を確立し、授業力と
　　学級経営力の向上と改善に努める。
　　「授業力向上研修」「ICT授業活用」

(6) 学校・地域・家庭の連携を密にし社会性を育む
　　教育を推進し、良き校風と伝統を想像する。
　　「開かれた学校」「小中一貫教育」

１豊かな情操と言葉を育てる全校一斉読書タイム
　朝の１０分間読書や、図書ボランティアによる読み聞
　かせなど、情操と言葉を育てる一斉読書の取り組み。
２輪厚川周辺の環境学習の取り組み
　輪厚川やレクの森周辺の水棲生物を調べたり、水質の
　定点観測、ゴミ拾いなど、環境学習の取り組み。
３地域本部事業と連携した、福祉教育の実践
　点訳サークル、手話の会等を招いて交流や体験を通し
　た福祉学習の取り組み。
４人権・平和教育の推進
　人権教室や平和集会、異学年集会を含めた全校道徳等
　の心の教育の推進。
◆小中一貫教育の取り組み
　・東部中校区での組織づくり
　・東部中学校との授業交流の工夫
　・児童会・生徒会共同の活動
　・東部ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞの確立と児童生徒・家庭・地域への
    啓発

研
究
主
題

明治25年　簡易教育所として開校
明治28年　広島尋常小学校と改称
明治33年　広島尋常高等小学校と改称
昭和 9年　5月23日、新校舎落成式。この日を開校
　　　　　　　 記念日と制定
昭和16年　広島東部国民学校と改称
昭和22年　広島村立東部小学校と改称
昭和26年　開校６０周年記念式典　校歌制定
昭和44年　新校舎落成
昭和47年　新設広葉小学校に児童分離
昭和54年　校舎第４期工事完了 落成式典挙行
昭和57年　開校９０周年記念式典
平成 2年　新設北の台小学校に分離
平成 4年　開校１００周年記念式典
平成13年　コンピュータ室設置
平成14年　開校１１０周年記念式典
平成16年　子どもと親の心の相談員配置
平成18年　特別支援学級の開設
平成20年　図書室整備(新刊図書２６００冊)
　　　　　パソコン室整備(児童用ＰＣ入替)
平成21年　校舎大規模耐震・改修工事
　　　　　全教室Ｅ黒板導入
平成22年　児童用の机・椅子を新規格に更新
平成23年　職員室用コンピュータ更新
平成24年　開校１２０周年記念各種行事開催
　　　　　体育館耐震改修工事
平成25年　小学校理科専科配置
          日本ハムファイターズ親善大使来校
平成26年　パソコン室整備(児童用ＰＣ入替)
平成27年　オンコの木、記念樹として市教委
　　　　　管理に移行
平成28年　体育館ボイラー更新
平成29年　体育館ステージ幕・音楽室ピアノ更新

　教　　諭　　　　　　　　２５名

教頭名 　髙　　橋　　潤　　一

私たちは　仲よく　強く　明るくのびる
　　　　　　　東小のよい子です
　（1） みんな仲よく助け合う子どもになります
　（2） どんなことでもよく考えてする子どもになります
　（3） 自分から進んで仕事をする子どもになります
　（4） 元気で健康な明るい子どもになります

　３６５名

学級数
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（小学校）

電　話

開　校

年月日

児童数 　２９４名

【知】

【情】

【意】

【体】

平成

３０

年度

学校経営

の

基本方針

注１．教諭数には校長・教頭を含む

職員数

学級数

学校の
教育目標

　心の教室相談員・スクールカウンセラー　２名

えがおいっぱい　ともだちいっぱい　　

■学校経営方針

Ⅰ．子どもたちにとって魅力のある学校の実現
(1)児童一人ひとりのよさや可能性を見出し、伸ばす積極的な
生徒指導を展開し、児童の変化に早期に対応する学校
(2)児童一人ひとりが生きる力を身につけられる学校

Ⅱ．学び合う教師集団の実現
(1)服務規律の確保に努めるとともに、信頼と秩序ある学校づ
くりに励む教師集団
(2)学級・授業を内外に開き、授業研究を大切にしてお互い学
び合う教師集団

Ⅲ．開かれた学校づくりの実現
　　　　　　　　　　　　　　～コミュニティ・スクール
(1)コミュニティ･スクールを中核とした開かれた学校づくりを進
め、家庭や地域との連携・協力を推進する学校
(2)他学校種との連携を図る学校（９年間を見据えた小中一貫
教育）

Ⅳ．つなぐ教育の実現
(1)小中でめざす子ども像を共有し、９年間で子どもを育てる
学校
(2)小中一貫教育を中心に、他校種との連携を図る学校

■平成30年度の重点
自分から　「目標をもって　粘り強く　挑戦する子」
　　　　みんなで「支え合い　高め合う子」　を育てる

 Ⅰ 確かな学力の定着（資質・能力の育成）
 Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成
 Ⅲ 特別支援教育の充実
 Ⅳ 協働による学校運営と教職員の資質向上
 Ⅴ 学年・学級経営の充実
 Ⅵ 安全安心な学校づくり
 Ⅶ コミュニティ・スクール及び家庭・地域との連携
 Ⅷ 小中一貫教育の実施・充実・発展
 Ⅸ 教育環境の整備及び新たな教育課題への対応等

　○よく考え　進んで学ぶ子

明治３２年　輪厚簡易教育所設置認可
明治３８年　輪厚尋常小学校に改称
昭和　９年　９月１日西部尋常高等小学校と改称
　　　　　　この日を開校記念日とする
昭和１６年　広島西部国民学校と改称
昭和２２年　広島村立西部小学校と改称
昭和２８年　校章制定
昭和３２年　校歌制定
昭和４１年　防音校舎落成
昭和４８年　防音講堂落成
昭和５９年　北海道体力つくり最優秀校受賞
　　　　　　開校５０周年記念式典
昭和６０年　全国保健体育優良校受賞
平成　２年　全国保健体育優良校受賞
平成　６年　文部省体力つくり研究推進校に指定
平成　８年　文部省体力つくり研究発表会
平成１１年　プレハブ校舎工事完成
平成１８年　新校舎移転落成
平成２０年　特別支援学級開設
平成２１年　校内教室ＩＣＴ機器設置
平成２２年　石狩管内教育実践奨励賞受賞
平成２４年　コミュニティ･スクール推進委員会設立
平成２５年　開校50周年時埋没タイムカプセル開函式
平成２６年　開校80周年記念集会、演劇鑑賞会
　　　　　　開校50周年記念モニュメント移設
平成２８年　職員室校務用ＰＣリニューアル
　　　　　　教室内無線ＬＡＮ化

沿
革
史

◆自然に親しみ，はたらきかける子【環境教育】
　１．ほれとれ畑（学校園）
　２．花いっぱい運動（学校花壇）
　３．赤毛米栽培～食事体験
　◆人と関わり，ともに社会に生きる子【福祉教育】
　１．昔遊びの交流（お年寄り招待）
　２．地域の方との交流（高齢者慰安会・文化祭、輪厚ＰＡなど）
　３．障がいのある方との交流（視覚障がい・白樺高等養護）
◆思いやりをもち，自他を大切にする子【人権教育】
　１．人権教室（札幌法務局）
　２．アイヌ文化の学習
◆平和を考え，命と平和を愛する子【平和教育】
　１．平和集会（子ども大使歓迎集会）
　２．読書ボランティアの方による読み聞かせ（平和関連図書）
◆他者との関わりを通して自分の良さに気づき、自信を持って努
  力し続ける子【キャリア教育（大志学）】
　１．昔遊びをしよう(１年生：地域との交流)
　２．高齢者慰安会、まちの人と仲良く、西部っ子まつり
      (２年生：地域･１年生･保育園との交流)
　３．輪厚ＰＡに行こう、お店の仕事(３年生：地域との交流)
　４．北広島のあゆみ、赤毛米栽培、水博士になろう
      (４年生：地域の歴史･伝統文化･自然)
　５．西地区文化祭、白樺高等養護学校訪問、高齢者施設訪問
      (５年生：地域との交流、福祉)
  ６．箏･尺八･茶道、自分史づくり(６年生：伝統文化、人生観)
  ７．「きたひろ夢ノート」の活用(４年生以上：適宜)
◆小中一貫教育の取り組み
  1. ＣＳ及び西部スタンダードの取組

  2. 小中合同あいさつ運動、小中合同体力テストの取組、
     中学校登校体験、乗り入れ授業の実施

　教　　諭　　　　　　　　１９名

　養護教諭　　　　　　　　　１名

特
色
あ
る
教
育
活
動

　○ねばり強く　やりぬく子

　○健康で　　たくましい子

教頭名 　若　　林　　公　　一

学校名

校長名 　椿　  野　  次　  雄

北広島市立西部小学校

　昭和９年９月１日

校
章
の
由
来

研
究
主
題

所在地 　北広島市輪厚５０８番地３

　３７６－２１０４

　事務職員　　　　　　　　　１名

  ○心豊かで　　やさしい子      

（平成30年5月1日現在）

校章は、雪の結晶に「西」の文字を形どってあ
る。中央には「小」の文字入れ、西部小学校が
四方八方に発展することを表したものである。

自ら考え、対話することを経て、よりよく生き
ようとする子の育成～心に響く授業づくりを通
して～

各 学 校 の 概 要

　業務主事・事務補助員　　　２名

　特別支援教育支援員　　　　２名

　特別支援学級介助員　　　　１名

　普通  　１１学級
　特別支援　３学級
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（小学校）

電　話

開　校

年月日

職員数

　特別支援学級介助員  　  １名

児童数 　４６６名

学校の

教育目標

明治２５年

明治２７年

明治３２年

明治４１年

大正　７年

昭和１６年

昭和２２年

昭和３０年

昭和５３年

平成 昭和５５年

３０ 昭和５８年

年度 平成　３年

平成　４年

学校経営 平成１３年

の 平成１４年

基本方針 平成２２年

平成２３年

平成２４年

平成２６年 教育用コンピュータ定期更新

平成２７年 児童見守りシステムツイタもん設置

平成２８年 校務支援システム導入

平成２９年 校務用コンピューター更新・教室の無線化

（タブレット型導入・サイレックス取付）

平成３０年 特別支援３学級編制へ

注１．教諭数には校長・教頭を含む

学校力向上に関する総合実践事業指定

コンピュータ室整備工事

校舎耐震化及び大規模改修工事

開校120周年記念式典挙行

広島村立大曲小学校と改称

校歌制定

校舎移転新築

第2期工事校舎増築

大曲東小学校分離独立

講堂新築

開校100周年記念式典挙行

おもいやり

　　ほこりをもってみんなで進む

大曲尋常小学校と改称

学級数

沿
革
史

広島尋常高等小学校大曲簡易小学校と改称

大曲国民学校と改称

　業務主事・事務補助員    ２名

月寒小学校分教場として創立

輪厚小学校大曲分校と改称

　学校課題：学ぶ楽しさを感じ、自ら考え

大曲尋常小学校と改称

　特別支援教育支援員      ２名

　普通      １５学級

　おちつき
　　まっすぐ
　　　がんばる子

★教育課程・指導方法
○　相互に関わりあう(つながる)学級づくり
　・Ｑ－Ｕを生かした学級経営、道徳教育の充実
○　考え・学び合う授業づくり
   ・主体的、対話的で学びの深まりが確認できる授業
   ・個々の児童に対応した学習支援の実践

○　どの子の成長も保証する学校づくり
   ・個別ファイルの作成と活用
   ・児童による授業評価の実施
　　　～漢字検定学習・算数ドリル学習・補充学習

★小中一貫教育の推進と地域・家庭との連携
　〇一貫教育の進行管理と組織運営の充実
　〇保護者や地域が一体となった生活リズムの
      改善

★人材育成の仕組みづくり
　〇日常授業充実のための授業力向上
　〇研修体制の充実、経営参加う意識の向上

★働き方改革のための学校マネジメント
　〇児童と向き合う時間の確保
　〇学校運営、分掌業務の効率化

開校11０周年記念式典挙行

特
色
あ
る
教
育
活
動

互いに学び合う子どもの育成

各 学 校 の 概 要

　心の教室相談員・スクールカウンセラー　２名

１「学校力向上に関する総合実践事業」への創造
    的な取組
  特に学力向上を中心にした、日常授業の充実と教
員の資質向上を図る研修。近隣校との連携による初
任者研修の充実。
２ 大曲の匠・地域本部事業を中心とする地域との
   連携
  読み聞かせ、ブックトーク、花植え、放課後学習
室、感謝集会等の取組。
３ 環境・福祉・人権・平和教育の推進
  地域との連携による花壇づくりや人権教室、平和
集会、異学年集会、総合的な学習の時間での福祉学
習等の推進。
◆小中一貫教育の取り組み
　「大曲家庭学習の手引き」
　「学校改善プログラム」
　　（国語・算数・数学編）
　「小学校で身につける基本的学習ルール」
　　（中学校へのスムーズな移行のために）

学校名

（平成30年5月1日現在）

　６枚のかしわの葉は、６ヶ年の過程を通して、北
海道の厳しい風雪に耐えて大地に根づき、大きく伸
びる柏の木のようにたくましく育つことを願ってい
る。校名を囲む太い枝は、強く結び合い全校児童の
協力と和を表している。

（学校課題）

「学ぶ楽しさを感じ、自ら考え、互い
に学び合う子供の育成」

北広島市立大曲小学校

校
章
の
由
来

　明治２５年　６月２８日

　特別支援    ３学級

教頭名 　熊　 谷　 清 　秀 研
究
主
題

　教    諭              ２６名

　養護教諭                １名

所在地 　北広島市大曲柏葉２丁目１４番地６

　３７６―２２５３

校長名 　比 　良　 彰　 男

　事務職員                ２名
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（小学校）

電　話

開　校

年月日

職員数

児童数 　４２４名

学校の

教育目標

明治３３年 野幌簡易教育所として創設

明治３５年 ４年制となる

明治４０年 校舎移転（現上野幌駅東側）

明治４１年 広島尋常高等小学校野幌分教所と改称

昭和  ４年 校舎移転（現在地）

昭和  ９年 広島野幌尋常小学校と改称

昭和１６年 広島野幌国民学校と改称

昭和２２年 広島村立西の里小学校と改称

昭和２３年 開拓学級併設

平成 昭和２６年 村立東部中学校西の里分校開設

３０ 昭和３５年 校章・校歌制定

年度 昭和５０年 校舎・体育館新増築

昭和５０年 里小冒険の森完成

学校経営 昭和６１年 動物園贈呈される

の 平成  ６年 北海道科学技術振興作品展学校賞

基本方針 平成１１年 体育館改築工事完工

平成１２年

平成１８年 東校舎増築

平成１９年 広教研研究中心校指定研究発表

平成２０年 耐震補強、大規模改修工事完工

平成２０年 西の里小学校陽香分教室開設

平成２３年 西の里小学校陽香分校開校

平成２７年

平成２８年 放送設備更新、校務用タブレット導入

◆自然環境、社会福祉施設等を生かした教育
(1)「里小動物園」「学校農園」を活用した体験的学
習活動の充実
(2)個に応じたきめ細かな生徒指導の充実及びノーマ
ライゼーション地域を生かす福祉教育の充実
(3)「地域で子育て」を推し進めるための、学校支援
ボランティアの活用、西の里地区健全育成会やシル
バーＰＴＡ等との協働活動の推進・充実
(4)全校一斉の朝読書や保護者ボランティア「はぴら
りぃ」による絵本の読み聞かせ活動の充実
◆個に応じた指導・授業改善による学力向上
(1)授業改善推進チーム活用事業によるＴＴ指導の充
実と授業改善
◆小中一貫教育の取り組み
(1)西の里スタンダードの共有による小中一貫した学
習指導及び生活習慣の育成
(2)小中の系統性を明確にした指導計画の実施と検証
(3)乗り入れ授業の計画的実施

注１．教諭数には校長・教頭を含む

各 学 校 の 概 要

○　自ら学ぶ意欲と確かな学力を持つ子
　　どもを育てる。（進んで学習する子）
○　自然を愛し、自他を思いやる子ども
　　を育てる。　　（思いやりのある子）
○　自らを高めるために強い意志と実践
　　力を持つ子どもを育てる。
　　　　　　　　（よく考え実行する子）
○　自らを鍛え、健康な体を持つ子ども
　　を育てる。　（元気に体を鍛える子）

学級数

校長名

教頭名 　木　　谷　　金　　吾

　特別支援学級介助員　　　　２名

学校名

　心の教室相談員・スクールカウンセラー　２名

北広島市立西の里小学校

校
章
の
由
来

生活を子どもに期待している。また、六角先端の縞

特
色
あ
る
教
育
活
動

模様は、原始の森のトド松を表し、自然の愛護と大

自然の摂理を求める学習と生活を象徴している。

　宮　　崎　　智　　子

【重点】
　創意を生かして、「知・徳・体」のバラン
スのとれた教育活動を推進し、一人一人の子
ども達が、楽しく・豊かに学ぶことのできる
学校を創る。
【基本方針】
１．全教職員の協力・協働・参画と、学校
  経営の充実。
２．学校教育目標や市の教育課題に迫る、
  創意あふれる教育課程の編成と実施。
３．小中一貫教育を通して「生きる力」を
　育む教育活動の推進
４．学ぶ意欲を高め基礎・基本の定着を図
  る授業改善を進めると共に、生き生きと
  伝え合い、互いに学び合う児童の育成。
５．友達や地域の人・自然と触れ合う実践
  的な経験を通し、豊かな人間性や社会性
  の育成。
６．正しい生活習慣や主体的な運動習慣を
  育てると共に、生命尊重や安全意識の向
  上。
７．児童個々の状態像やニーズを踏まえ
  た、潤いのある特別支援教育の推進。
８．西の里の良さを生かした特色ある教育
  活動の推進と資質能力の向上に努め、信
  頼される開かれた学校づくり。
９．新学習指導要領全面実施を見据えた取
　組の推進

沿
革
史

開校百周年体育館落成記念式典祝賀会
挙行

所在地 　北広島市西の里４０１番地

　３７５―２５２０

教育用タブレット導入

（平成30年5月1日現在）

　普通　 　 １２学級

　特別支援　　３学級

  六角形は雪の結晶を、厳しい風雪に耐える健康な

研
究
主
題

　自らの学びを活かし、相互に伝え合い、
学び合う児童の育成 ～算数的活動を通して～

　教　　諭　　　　　　　　２３名

　養護教諭　　　　　　　　　１名

　事務職員　　　　　　　　　２名

　業務主事・事務補助員　　　２名

　特別支援教育支援員　　　　２名

　明治３３年５月１３日
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（小学校）

電　話

開　校

年月日

　教　  諭 ４名

　養護教諭 １名

　特別支援教育支援員　　　　 １名

職員数   スクールカウンセラー　     １名

□複数の教員による個に応じた指導の実施

　普通           　１学級

　特別支援       １学級

児童数 　２名

□野鳥観察など環境教育の実施

学校の

教育目標 ・ 冬期間は、雪を活用し生活を豊かにする造形活動をします。

□道徳科や自然・地域から学ぶ心の教育の実施

□分校と学院が一体となった行事の実施

平成13年1月

平成17年1月

平成

３０ 平成20年4月

年度

平成20年5月

学校経営

の 平成20年12月

基本方針

平成21年3月

平成21年4月

平成21年7月

平成21年7月

平成23年4月

平成25年7月

平成28年4月愛鳥モデル校に指定

平成28年12月

注１．教諭数には校長・教頭を含まない

・ 算数や国語、外国語などほとんどの教科において複数の教員
や施設職員が協力し合いながら個に応じた指導にあたり、誰もが
わかる喜びを味わえるように努めています。
・小中一貫教育を推進し、外国語、体育については中学校教員
の専門性を発揮して児童の指導にあたります。

教育課程編成等のため、向陽学院に指導主事
（教員）１名配置

校務用端末機タブレットに更新

・ 豊かな心をはぐくむため、道徳の時間はもとより、総合的な学習
の時間を活用し、恵まれた自然環境の中での環境教育（動物・植
物・昆虫の命）や性教育の充実に努めています。

・ 体育大会、学院祭、マラソン大会では、小学生、中学生、卒生
が、一緒になって行事を実施しています。

北海道福祉部より児童自立支援施設に学校
教育を導入するための協議

北広島市立西の里小学校陽香分校の開設

普通教室一部改修

特別支援学級の開設（知的）

北広島市立西の里小学校陽香分教室の併設

・ 野鳥の餌となる「ひまわり」の栽培活動をします。

「道内児童自立支援施設の学校教育実施に係る
連携組織」設置。第１回会議を開催

教頭名

・ 北海道の愛鳥モデル校の指定を受け、総合的な学習の時間
に、学校周辺の森林にやってくる野鳥観察を通して、生命の尊さ
や環境の大切さを学びます。

学校名

　木　　村　　貴　　信 研
究
主
題

　学ぶ意欲をもち、
　　　主体的に行動・学習ができる
　　　　　　　　　　　児童生徒の育成

校長名 　宮　　崎　　智　　子

　札幌市南区南の沢に学院が設置されていた当時、
生徒に図案についてアンケートを実施すると学院舎
の向かい側に広がるラベンダー畑に咲く花を選びま
した。生徒の思いを、「向」の文字をベースに「前
向き」「太陽を見る」などの意味を持たせ、札幌市
在住のデザイナー山下国男氏が作成しました。

所在地

特
色
あ
る
教
育
活
動

学級数

　社会に適応し、自立できる人間の育成をめざ
し、生命・人間尊重の精神を培い、健康で人間性
豊かな生徒の育成に努める。

沿
革
史

各 学 校 の 概 要

北広島市立西の里小学校陽香分校

校
章
の
由
来

　平成２３年　４月　１日

（平成30年5月1日現在）

　北広島市西の里１０１５番地

　３７５－３６７３

第３回「児童自立支援施設における学校教
育導入関係機関打合せ会議」開催

学校設置に係る「協定書、基本方針」について北
海道など関係機関と締結

北広島市立西の里中学校陽香分校の開設、開
校記念式典の挙行

北広島市議会第４回定例会において「学校設置
条例の一部改正」により北広島市立西の里中学
校陽香分校の設置を決定

【重点教育目標】
（１）きまりや学習の意義を自覚し、目標に向かって生活する
中で、基本的な生活習慣や学習態度、基礎的・基本的な学
習内容を自ら身に付ける児童・生徒の育成。
（２）笑顔とあいさつ、感謝する心を大切にするとともに、自分
の感情をコントロールできる児童・生徒の育成。
（３）自他の健康を考え、運動や音楽、美術、物づくりなどを楽
しむ、心身ともに調和のとれた元気な児童・生徒の育成。
（４）自律し、学校復帰や進路実現を果たすことのできる児童・
生徒の育成。
【学校経営の方針と重点】
＜私たちの願い＞
「学ぶ楽しさと分かる喜びを味わい、夢に向かって努力する人
になるように」
（１）北広島市の「学校教育の重点」及び「実践目標」達成に
向けた取り組み
　小中一貫教育を推進していくため、「陽香会議」を推進組織
とし、小中の経営方針や分掌組織等を見直すとともに、小中
合同の活動や乗り入れ授業等の具体的な計画を推進してい
く。
（２）新学習指導要領に向けた教育活動の推進
　新学習指導要領の実施に向けた研修や移行措置の確実な
実施を行い、スムーズかつ着実な移行につなげていく。
（３）豊かな感性を育てる学校づくり
　仲間との共同生活の中で、感謝の心や思いやりの心を大切
にする児童生徒を育て、自己肯定感や自己有用感を持つ児
童生徒を育成する。
（４）安心・安全な学校生活を送るための教育環境作り
　生徒理解や教育相談、特別支援教育に関する専門性を一
層高め、安全・安心に学ぶことができる教育環境作りを進め
る。
（５）活気があり、お互いが伸びる働きがいのある職場づくり
　 学院・寮を含めた日常的なコミュニケーションを大切にする
とともに、小中併置の強みを生かし、やりがいを実感できる職
場づくりを進める。
（６）学校改善に確実につなげる組織的な学校評価
　ＲＰＤＣＡサイクルを充実・定着させ、学校評価、中間評価を
学校経営や学校運営の改善に確実につなげるとともに、学
院・寮との相互理解のためのツールとして有効活用する。
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（小学校）

電　話

開　校

年月日

職員数

　普通  　１３学級　　　通級指導教室１

　特別支援　３学級

児童数 　３９７名

未来に向かって

学校の

教育目標

平成14年　コンピュータ室完成

平成

３０ 平成18年　石狩管内教育実践奨励表彰受賞

年度

学校経営 平成20年　西側校舎耐震工事

の

基本方針

注１．教諭数には校長・教頭を含む

平成27年　校舎全面改修工事

【めざす学校像】
  大志の故郷　ど真ん中に子どもの夢のある学校
                                  （平成27年制定）

キャリア教育を通し、目指す学校像を実現するため、「支
持的風土」のある学年・学級を基盤に「自立の構え」を児
童に身につけさせ、「意志と意欲と学び続けるスキル」の
育成を図る。
○自立の構えとは・・・
  一人一人が、人の話を聴く、自分で考える、自分で決める、
  自分で行動する、他者と折り合う、活動を振り返る　こと

（１）心の教育活動
     ・老人クラブや札幌養護学校共栄分校との交流
（２）確かな学力の向上
     ・Kチャレタイム（読書・漢字・計算）や
　　　　木曜サプリ（放課後学習）の充実
　　　・ＴＴや少人数指導、教科担任制等の指導工夫
（３）地域と連携した教育活動の推進
　　　・栽培活動、環境・福祉・人権教室　等

　≪小中一貫教育の取り組み≫
　　○　小中一貫教育合同会議の推進
　　○　東部スタンダードの実践と評価・改善
　　○　相互乗り入れ授業の実施　等

平成25年　体育館耐震工事・校舎全面改修に向け
　　　　　ての設計調査

学校名

校長名 　柳　　田　　卓　　哉

北広島市立北の台小学校

　平成２年４月１０日

　まわりのペン３本は、「市の木かえで」の果実の
翼の下を表し、知・徳・体を表す。また円は豊かな
人間形成を願い、協力・助け合いを表す。

基礎基本を理解し、ともに学び合う子どもの育成
～算数科の学習指導を通して～

教頭名

平成17年　北海道発明工夫教育連盟会長賞の特別
　　　　　賞（学校賞）受賞

平成24年　北海道放送教育研究大会発表校
          屋上防水工事

平成23年　ボイラー更新工事、学級増による校舎
　　　　　改造・移設工事

（平成30年5月1日現在）

　○　たくましく生きる子　　　（体）

平成 4年　文部省教科書研究校（国語）に指定

　○　進んで学ぶ子　　　　　　（知）

各 学 校 の 概 要

　○　思いやりのある子　　　　（情）

　○　最後までがんばる子　　　（意）

校
章
の
由
来

研
究
主
題

特
色
あ
る
教
育
活
動

沿
革
史

　水　　元　　康　　公

平成11年　北海道教育実践研究報告集に実践論文
　　　　　全文掲載
　　　　　開校１０周年記念行事挙行

平成 2年　東部小学校から分離して開校
　　　　　校章・校歌制定

　栄養教諭　　　　　　　　　１名

　事務職員　　　　　　　　　１名

学級数

やる気いっぱい　やさしさいっぱい
        ともにかがやく　北の台っ子

平成28年　放送施設整備工事

　　【　学校経営の基本方針　】
　現代社会を生き抜くために必要な「確かな学
力」「豊かな心」「健やかな体」の３要素からな
る「生きる力」を育成するため、北広島市学校教
育推進方針の下、東部スタンダードを中心に、小
中学校９年間を見通した小中一貫教育を推進す
る。

平成26年　体育館耐震工事

平成22年　学級増による一部校舎改装工事
　　　　　開校２０周年記念式典集会

　業務主事・事務補助員　　　２名

　特別支援教育支援員　　　　２名

　特別支援学級介助員　　　　１名

　心の教室相談員・スクールカウンセラー　２名

【学校経営の重点】
〇学校経営・教育課程のマネジメント（RPDCA）
〇東部地区小中一貫教育の推進と評価
〇新学習指導要領移行措置の確実な実施
〇広教研学校課題研究発表会の企画・運営
〇外国語教育の時数確保による日課表の工夫・改善
〇特別の教科道徳の充実
〇学習規律の定着と家庭学習の充実
〇教科系統表の活用と９年間を見通した指導計画の拡充
〇「学びあい」を基盤とした「主体的・対話的で
　　　　　　深い学び」の充実を図る実践研究の推進
〇広教研学校課題研究発表会に向けた研究体制の確立
〇「東部スタンダード」「１３のルール」と
　　　　　　　　　　　リンクした生徒指導の推進
〇小学校児童会・中学校生徒会の交流活動の推進
〇年間を通した体力向上に向けた体育活動の推進
〇新体力テストを意識した、体育環境の整備・
　　　　　　　　　読書環境の整備と読書活動の充実
〇ＩＣＴ等の活用の推進
〇学習活動の充実を図る教育環境の整備
　　　　　　　（花壇・備品購入・ＩＣＴ管理　等）

平成19年　文部科学大臣創意工夫育成功労学校賞
　　　　　受賞

平成21年　校内ＬＡＮの整備・各教室にプロジェ
　　　　　クター・e黒板の設置

平成16年　北海道発明工夫教育連盟会長賞の特別
　　　　　賞（学校賞）受賞

所在地 　北広島市共栄町４丁目６番地１

　３７３－３５００

　教　　諭　　　　　　　　２５名

　養護教諭　　　　　　　　　１名

【重点目標～東部スタンダード】

あいさつ・準備・思いやり
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（小学校）

電　話

開　校

年月日

職員数

  普通　　１５学級

  特別支援　２学級

児童数 ４８６名

学校の

教育目標

平成　４年 大曲小学校から分離して開校

校章・校歌制定

平成　６年 公立学校優良施設校として表彰

平成１０年 北広島市研究中心校発表会

石狩管内教育実践奨励表彰

平成１２年 普通教室・ワークスペース増築

平成１３年 開校１０周年記念行事挙行

平成１４年 コンピュータ室完成

平成 デリバリーコンサート開始

３０ 平成１７年 なかよし学級開設（知・情・肢）

年度 平成１８年 学校ホームページ開設

平成１９年 車いす市社会福祉協議会に寄贈(４台目)

学校経営 花壇コンクール団体部門優良賞受賞

の 平成２０年 花壇コンクール団体部門優良賞受賞

基本方針 車いす市社会福祉協議会に寄贈(５台目)

平成２１年 トイレ改修

(車椅子用トイレ設置､様式トイレ増設)

校内ＬＡＮ整備､各教室にプロジェクター

電子黒板の設置､校務用パソコン20台設置

平成２３年 開校２０周年記念公開研究大会

　　　　　　　北広島市研究中心校発表会

　　　　　　　開校２０周年をお祝いする会

　　　　　　　エレベータ設置工事完了

平成２４年 小中ジョイントプロジェクト事業クリーン活動

平成２５年 全学級に実物投影機設置

小中ジョイントプロジェクト事業クリーン活動

平成２７年 ＰＣ教室タブレット型パソコン40台設置

花壇コンクール 団体部門 優良賞 受賞

平成２８年 花壇コンクール 団体部門 優秀賞 受賞

平成２９年

注１．教諭数には校長・教頭を含む

沿
革
史

校務用PCタブレットに交換

花壇コンクール 団体部門 優秀賞 受賞

体育館大幅工事(ボイラー含)

各 学 校 の 概 要

　　・　明るく元気な子　　　　　（体）

　　心ゆたかに未来をひらく東小の子

　　・　すすんで学ぶ子　　　　　（知）

　心の教室相談員・スクールカウンセラー　２名

　　・　仲よく助け合う子　　　　（情）

校
章
の
由
来

つつじの花に「大」の字、真ん中の「東」は地域の
発展を期待している。

（平成30年5月1日現在）  

研
究
主
題

自己有用感に裏付けられた自尊感情を持つ子どもの育成
～道徳科を要とした道徳教育の充実を通して～

特
色
あ
る
教
育
活
動

(１)市内『小中一貫教育』本格実施の取組
    ・小中のつながりを意識した教科指導
　　・大志学（夢や生き方の学習）
　　・３校共通の「家庭学習の手引き」
　　・３校共通の「学校いじめ防止基本方針」
　　・中学校吹奏楽部演奏会、部活動見学
　　・小中相互「乗り入れ」「出前」授業（模擬テスト等）
　　・中学校入学説明会・体験授業
　　・大曲スタンダード(３校共通の学習・生活指導）
　　・３校合同清掃活動

（２）保護者・地域との連携、情報発信
　　・大曲東小ホームページの充実
　　・ＰＴＡ便りの積極的な発行
　　・「ＰＴＡ活動の手引き」「新学年スタートガイドブック」の発行
　　・サポーター支援活動

(３)異年齢集団による交流活動
　 ・全校縦割り清掃     ・折鶴集会     ・なかよし給食

学校名 北広島市立大曲東小学校

所在地 　北広島市大曲光２丁目８番地

　鳴　　海　　孝　　則

　３７７－７０００

　平成４年４月１日

校長名 　菅　　原　　　　　聡

教頭名

　開校以来積み上げてきた実践を学習指導要領の理念と
ともに、校風・伝統として受け継ぎ、全職員の理解と信
頼に基づく協働体制のもと教育目標の達成を目指す。そ
のために、子どもに生きる力を育てるとともに、創意工
夫を生かし、特色ある教育活動を展開する中で、自ら学
び自ら考える力の育成を図る。
　また、基礎的基本的な内容の確実な定着を図り、個性
を生かす教育を進め、家庭や地域社会の期待に応える学
校経営に努める。教職員―児童―保護者・地域が相互の
理解と信頼の上に立ち、創意と工夫を重ね、子ども一人
一人が生き生きと楽しく学ぶ、夢と感動のある学校創り
を推進する。

　－めざす教職員像－【信頼される教師から】
①人間性豊かな子どもの育成のために一人一人の個性や
良さを捉えるとともに、子ども一人一人を認め励まし誉
め、高めていく指導の充実に努める。
②教師一人一人が経営参画意欲を持ち、教師としての使
命感に燃え、相互の信頼と協力による創意と活力にあふ
れた学校経営に努める。
③地域の特性を生かした教育の充実を図るとともに、地
域の絆をつなぐ、地域とともにある学校経営に努める。

　－経営の重点－
①義務教育9年間を通して「生きる力」を育む小中一貫
教育の充実を図る。
②道徳教育の充実を図り､学校課題の解明を展開する。
③経営プログラムの実践化を図り、マネジメントサイク
ル（R・PDCA）を確立する。
④特別支援教育の充実を図る。ユニバーサルデザインの
授業実践の具体化を図る。
⑤地域・保護者との連携を図り、信頼と責任のもとで実
践化を図る。

　教　　諭　　　　　　　　２９名　

学級数

　　・　ねばり強くやりとげる子  （意）

　特別支援学級介助員　　　　１名

　養護教諭　　　　　　　　　１名

　事務職員　　　　　　　　　１名

　業務主事・事務補助員　　　２名

　特別支援教育支援員　　　　２名
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（小学校）

電　話

開　校

年月日

職員数

児童数 　３１２名

学校の

教育目標

　

平成２４年 北広島市立双葉小学校開校

開校記念運動会・学芸発表会の実施

平成２５年 第２回大運動会

第２回学芸発表会

第２回卒業証書授与式

平成 平成２６年 第３回大運動会

３０ 第３回学芸発表会

年度 第３回卒業証書授与式

平成２７年 第４回大運動会

学校経営 第４回学芸発表会

の 第４回卒業証書授与式

基本方針 平成２８年 開校５周年記念運動会

開校５周年記念学芸発表会

広教研研究中心校発表会・石機連

研究発表会

開校５周年記念集会

第５回卒業証書授与式

平成２９年 第６回大運動会

第６回学芸発表会

第６回卒業証書授与式

　

学校名

学級数

１　自分から学ぶ子を育む教育活動
　  授業改善、言語活動の充実、チャレンジプリ
　　ント、朝読書、朝学習、家庭学習推奨など
２　みんなで学び、思いやる教育活動の工夫
　　（地域の自然、文化、人材を活かして）
　  道徳や特活、総合的な学習の時間を中心とし
　　た体験的授業の工夫、充実
３　縦割り班活動の充実（特別活動）
　　双葉小フェスティバル、顔合わせ会等
４　人権・平和・環境・福祉教育等の推進
　  人権教室、折り鶴集会、食育、ボランティア
　　活動、稲作体験等
５　自分から体をきたえる教育活動の工夫
　　全学年新体力テストの実施と分析、「全校な
　　わとびマラソン」等をとり入れた体力向上に
　　向けての取り組みの推進、市内体育関連主催
　　事業への参加推奨、「早寝・早起き・朝ごは
　　ん」等生活リズム向上に向けた啓発活動の推
　　進
◆小中一貫教育の取り組み
　 乗り入れ授業　部活動見学会（夏季休業中）
　 児童会・生徒会役員の交流
　 小６・中１合同ごみ拾い
　 スタンダードに基づく授業交流・合同研修

北広島市立双葉小学校

（平成30年5月1日現在）各 学 校 の 概 要

特
色
あ
る
教
育
活
動

研
究
主
題

「考えをのびのび表現する子どもの育成」
～どの子も表現したくなる場
　　（活動・話題・雰囲気）
　　　　づくりを通して（算数科）～

　特別支援教育支援員　　　２名

　特別支援学級介助員　　　１名

　心の教室相談員・スクールカウンセラー　２名

　業務主事・事務補助員　　２名

    学び　思いやり　きたえる

　普通　　１２学級

　特別支援  ３学級

    元気いっぱいのふたばっ子

＜目指す子ども像＞
  学びが元気　心が元気　体が元気

注１．教諭数には校長・教頭を含む

１　基本方針
（１）協働と創意を基調に信頼と調和のある
　　学校づくりの推進
（２）個性に応じて子どもの豊かな自己実現
　　を図る教育の推進
（３）基礎・基本の定着と活用力、自ら学
　　び・考える力や集団で学び合い高め合う
　　力を育む教育の推進
（４）豊かな心と健やかな体を培い、社会性
　　を育む教育の推進
（５）一人一人の児童を活かし、人間として
　　の教養を育む教育活動の推進
（６）家庭・地域・異校種・機関と連携し
　　て、互恵の心と行動を育む教育の推進

２　学校経営の重点
（１）基盤の充実
（２）「学びが元気」⇒確かな学力を身につ
    　　　　　　　　　けさせる
（３）「心が元気」⇒豊かな心を育む
（４）「身体が元気」⇒健やかな体を育む
（５）「安全安心な学校」づくり
（６）北広島市学校教育推進計画・方針と関
　　連した教育活動の推進

沿
革
史

開校式・開校記念の集い 校歌・応援歌の制定

校
章
の
由
来

　平成２４年４月１日

校長名 　河　　村　　英　　俊

平成２４年４月制定
　北広島の子を思い「北」の文字をデザインし、子
と子が手をつなぎ明日へと歩む姿をイメージしてい
ます。太陽の光、伸び行く葉は、子どもたちが健や
かに成長してほしい、新しい未来への願いを表現し
ています。

所在地 　北広島市若葉町３丁目１２番地

　３７３－５６６５

教頭名 　蛯　　谷　　俊　　明

　自分から　みんなで

　教　　諭　　　　　　　２２名

　養護教諭　　　　　　　　１名

　事務職員　　　　　　　　２名

＜教育目標＞
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（小学校）

電　話

開　校

年月日

職員数

児童数

学校の

教育目標

平成２４年

平成２５年

平成

３０

年度 平成２６年

学校経営

の

基本方針 平成２７年

平成２８年 開校5周年

北広島市教育研究会研究中心校研究発表
会開催

１．学校経営中期ビジョン
　「共に学び　心豊かに
　　　　たくましく生きる子どもの育成」

２．基本方針
　(1)信頼と協同に基づく学校経営の推進
　(2)確かな学力を育む学習指導の推進
　(3)豊かな心を育む教育活動の推進
　(4)たくましい身体を育む教育活動の推進
　(5)小中一貫教育を柱とした教育活動の推
     進

３．教育活動の重点

　「なりたい自分」を持ち
　　　　　　　共に高め合う子の育成
　
４．学校経営の具体的キーワード

　「紡ぎ、貫く」

沿
革
史

北海道青少年科学技術振興作品展学校賞
受賞

北広島市立緑ヶ丘小学校開校

開校式・開校記念の集い

北海道教育支援活動推進フォーラムに
て、なのはな学級が太鼓演奏発表

学校力向上に関する総合実践事業近隣校
指定

北広島市教育研究会小学校文化事業委員
会事務局指定

学校力向上に関する総合実践事業近隣校
指定

緑ヶ丘小・緑陽中ＰＴＡ合同『ＧＲＥＥ
Ｎ　ＵＰ宣言』採択

校舎・体育館防音機能復旧工事着工

第１回「かぞくde manabi」授業実施

　平成２４年４月１日

校長名 　佐　々　木　　一　友

 高台小学校と緑陽小学校が統合してできる緑ヶ丘小学
校と周囲の自然･風土･歴史をイメージしたもの。高台
小学校と緑陽小学校の２つの校章をモチーフにし、緑
の丘がイメージできるデザインとした。豊かな自然に
抱かれた環境の中で、将来の夢や希望に向かってたく
ましく成長する児童と学校の姿をシンプルに力強く表
現している。

１．学びづくり
（１）少人数・習熟度別指導、ＴＴ指導を組み合わせた指導
方法の工夫・改善
（２）課題設定や振り返りなど問題解決型の学習過程を意識
した授業づくり
（３）ＩＣＴ機器の活用やアクティブ・ラーニング型の授業
づくりの推進
（４）専門家や地域の人材を講師に招いて行う「かぞくde
　　　manabi」の取組

２．心づくり
（１）「考え、議論する道徳」授業の展開と工夫
（２）「特別の教科　道徳」の実施に向けた研修の推進と指
導計画の整備
（３）読書意欲の向上を図る読書活動の推進
（４）「緑ヶ丘小４つのきまり」の指導の充実
（５）自主性や話合い活動を重視した特別活動の推進

３．体づくり
（１）新体力テストの実施と体力向上プランに基づく体育授
業の改善
（２）外遊びの奨励や全校的な体力向上の取組の推進
（３）食育やアレルギーへの対応などの組織的な推進
（４）小中ＰＴＡが連携したＮＯメディアの取組の推進

４．小中一貫教育を柱とした教育活動
（１）教育課程の接続や一日体験入学、児童会・生徒会挨拶
運動、乗り入れ授業等の実施
（２）緑ヶ丘小学校・緑陽中学校スタンダードの取組の推進
（３）「なりたい自分」を意識した学習・生徒指導と「きた
ひろ夢ノート」の効果的な活用

所在地 北広島市高台町２丁目１番地

特
色
あ
る
教
育
活
動

学級数

　２１４名

｢大地に根ざし
   　　未来を拓く　人間の育成」
　①　進んで考え、伝え合う子     ［知］
　②　やさしい心で、支え合う子   ［徳］
　③　心も体も、元気な子  　     ［体］

　特別支援学級介助員　　　　１名

　心の教室相談員・スクールカウンセラー　２名

　普通  　　８学級        通級指導教室１
　特別支援　２学級

　業務主事・事務補助員　　　２名

　特別支援教育支援員　　　　２名

　注1.教諭数には校長・教頭を含む

（平成30年5月1日現在）

北広島市教育研究会小学校文化事業委員
会事務局指定

学校力向上に関する総合実践事業近隣校
指定

学校名

「自分を見つめ，他者と共に
　　　　　　よりよく生きる子の育成」
～道徳科を要とした道徳教育の充実を通して～

各 学 校 の 概 要

教頭名 　三　　和　　史　　朗 研
究
主
題

北広島市立緑ヶ丘小学校

校
章
の
由
来

　３７３―３３３０

　教　　諭　　　　　　　　１６名

　養護教諭　　　　　　　　　１名

　事務職員　　　　　　　　　１名
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（中学校）

電　話

開　校

年月日

　教　　諭　　　　　　　　３０名

　養護教諭　　　　　　　　　１名

　事務職員　　　　　　　　　１名

　業務主事・事務補助員　　　２名

　特別支援学級介助員　　　　２名 ◆校風と伝統、夢や希望、自信と誇りが広がる学校

　特別支援教育支援員　　　　１名 　⑴１日の生活リズムを形成する朝読書　

　心の教室相談員・スクールカウンセラー　２名 　⑵「教えて考えさせる授業」展開とＩＣＴ活用

　⑶感動と団結力が発揮される生徒会活動

　　・縦割り連合の志が発揮される生徒会活動

　普通　　１３学級 　　・花ホールの課題曲コンクールを含めた学校祭

　特別支援　２学級 　⑷専門家による本物体験の学習

生徒数 　４６９名

  ・小学校への乗り入れ授業（英語科）

平成

３０

年度

学校経営

の

基本方針

【学校経営の基本方針】

 ⑴　学校経営の推進方針をもとに、全員で取り
 　組む。
 ⑵　生徒に夢に向かう目標をもたせ、指導・評
 　価する。
 ⑶　主体的な生徒会活動・部活動で、生徒の活
 　動意欲を高める。
 ⑷　東部スタンダードを浸透させ、学校・生徒
 　・地域の共通理解でやりきる。
 ⑸　気になることがあれば、すぐに対応・解決
 　する。
 ⑹　常に管理職・学年間・全体で報告・連絡・
 　相談を徹底する。
 ⑺　小中一貫教育をてこに、７０年の伝統を発
 　展させる学校づくりを進める。

 ○めざす学校像 「組織力」「チーム東部」
　　　　　　　　「校風と伝統」
 ○めざす教師像 「認め励まし、ほめて伸ばす」
　　　　　　　　「迷ったら、動く」
　　　　　　　　「情報の共有」
 ○めざす生徒像 「やればできる」「夢と希望」
　　　　　　　　「自信と誇り」

【年度の重点目標～東部スタンダード～】

　　　あいさつ・準備・おもいやり
　

校長名

職員数

学級数

◆小中一貫教育の取り組み

　

　　『夢をもち　たくましく』

　　　　　心を磨き 　 （心）
　　　　　知性を高め　（知）
　　　　　身体を鍛え　（体)
　　　　　共に生きん　（労）

所在地 　北広島市美咲き野1丁目12番地１

　３７２－３０３０

学校の
教育目標

　⑸七夕など、日本の伝統行事を受け継ぐ活動

昭和２２年　新学制公布により広島村東部中学校設立
昭和２５年　広島村字共栄に独立校舎建設
昭和３４年　開校10周年記念事業として校歌制定
昭和４６年　鉄筋３階建防音校舎落成
昭和５１年　講堂落成、開校３０周年記念式典
昭和６１年　校舎増築（普通教室８・特別教室４）
平成　２年　東部中学校新校舎完成
平成　７年　コンピュータ室完成（ＰＣ２２台設置）
平成　９年　開校５０周年記念式典
平成１０年　「心の教室」開設
　　　　　　コンピュータ室インターネット接続
平成１２年　肢体不自由児女子トイレ・階段昇降機設置
平成１４年　完全学校給食開始
平成１５年　石教研・広教研学校課題発表
平成１６年　女子ソフトテニス全国団体３位
平成１７年　女子ソフトテニス全国団体３位
平成１８年　女子ソフトテニス個人全国出場
平成１９年　相撲全国大会出場
平成２０年　陸上女子走幅跳全国大会出場
　　　　　  野球部アジアU15親善野球で台湾遠征
平成２２年　全教室に電子黒板設置
平成２３年  女子バドミントン個人全国出場
平成２４年　北海道放送教育研究大会開催
　　　　　　コンピュータ室更新・無線LAN設置
　　　　　　女子バドミントン個人全国出場
平成２５年　野球部全国大会出場
平成２６年　新指定制服を制定（ブレザースタイル）
　　　　　　生徒会を「東中会」と命名・生徒会旗作成
　　　　　　エレベータ設置
平成２７年　男子バスケットボール部管内優勝
　　　　　　女子ソフトテニス部管内優勝
平成２８年　体育館耐震化工事
　　　　　　相撲男子個人・団体全国大会出場
　　　　　　「道民家庭の日」写真コンクール
　　　　　　　　　最優秀賞・優秀賞・優良賞
　　　　　　「青少年に夢と希望を」作文コンクール
　　　　　　　　　石森延男賞
平成２９年　校舎改修工事

特
色
あ
る
教
育
活
動

　・「東部スタンダード」の小中一貫した指導

　

　注1.教諭数には校長・教頭を含む

（平成30年5月1日現在）各 学 校 の 概 要

学校名

研
究
主
題

 　 　自ら考え、進んで表現できる生徒の育成
　　　～「教えて考えさせる授業」の実践、
　　　　新たなＩＣＴ教育環境の活用を通して～

教頭名 　小　　玉　　智　　士

北広島市立東部中学校

校
章
の
由
来

　昭和２２年５月１日

　出　　村　　好　　孝

　開校当時の広島（ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ）町の頭文
字Ｈの中に東中（東部中の略称）を表し、広島の東
部中学校を端的に単純に示した図案に文化の象徴で
あるペンを配したもの。

沿
革
史

　　・和楽器の学習「箏」、ダンス、戦争体験講話
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（中学校）

電　話

開　校

年月日

職員数

　心の教室相談員・スクールカウンセラー　２名

　普通　６学級

　特別支援　２学級

生徒数 　１９３名

学校の

教育目標

昭和21年　新学制公布により広島村西部中学校設立

昭和22年　西部中学校大曲分校を開校（1学級認可）

昭和27年　独立校舎に移転、校章を制定

昭和28年　屋内体育館落成（１０４坪）

昭和42年　開校20周年記念、防音校舎落成記念式挙行

昭和45年　学校祭に地域文化祭及びバザー開催

昭和49年　講堂落成（体育館）

平成 昭和59年　ゴルフクラブ設置

３０ 昭和60年　学校農園で広島特産カボチャづくり開始

年度 平成13年　増築校舎完成（普通教室４、特別教室４）

平成16年　校舎大規模改造完成

学校経営 平成17年　PTAの協力によりグランド拡張整備完了

の 平成19年　開校６０周年記念事業（記念集会及び植樹）

基本方針 平成21年　特別支援学級「楓」開設

平成22年　合唱部　北広島市青少年文化奨励賞受賞

平成24年　ユネスコ・スクールに認定

平成25年　新体育館竣工(3.8)

　　　　　西部ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙ運営委員会設立（5.16)

　　　　　石教研・広教研学校課題研究発表会

平成26年　石狩管内教育実践奨励表彰受賞(2.16）

　　　　　NHK学校音楽ｺﾝｸｰﾙ札幌地区銀賞

平成29年　NHK学校音楽ｺﾝｸｰﾙ札幌地区銀賞

学校名

校長名 　城　　野　　文　　久

平成28年　北海道中学校女子ソフトボール大会第3位

　　　　　石狩管内中体連女子ソフトボール大会第3位

平成27年　ﾕﾈｽｺｶﾚﾝﾀﾞｰ市（ｴﾙﾌｨﾝﾊﾟｰｸ）ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加

所在地 　北広島市輪厚中央1丁目12番地1

　３７６－２２５２

　教　　諭　　　　　　　　１６名

　養護教諭　　　　　　　　　１名

　事務職員　　　　　　　　　２名

　業務主事・事務補助員　　　２名

　特別支援教育支援員　　　　１名

　　共に「生きる」力を育む
　～強く、美しく、大志（ゆめ）を持って～
■「生きる」ことの大切さ
　共に…保護者、地域等と共に子どもを育てる
　　　　（コミュニティースクール）
　共に生きる…共生社会の創造
　　　　（コミュニティースクール・
　　　　　ユネスコスクール）
■「強く」…学力、体力、精神力　等
■「美しく」…道徳的な実践力、豊かな感性　等
■「大志（ゆめ）を持って」…未来の社会人を育てる
「キャリア教育」の基礎として

　いじめや自死、精神疾患患者の増加などを耳にするたび
に、普通に生きることが難しい社会になってきたことを感
じる。だからこそ、学校は「生きる」ことの大切さを前面
に押し出す必要がある。「共に生きる（共生）」は、北海
道教育の理念の一つであり、共生社会の創造は、大きな目
標となる。また、本校は小中一貫型のコミュニティース
クールであり、家庭や地域と「共に」進む学校である。ま
た、生徒や保護者、地域住民、教職員にとっても、家庭や
地域、仲間と教職員と「共に」活動し、成長するイメージ
を持ちやすい。
　「生きる」を基本とした上で、生徒には「強く」「美し
く」「大志（ゆめ）をもって」ほしいと考える。「強く生
きる」ためには、学力や体力、精神力などが必要であろう
し、「美しく生きる」ためには、道徳的な実践力や豊かな
感性等が必要である。また、「大志（ゆめ）を持つ」こと
は、北広島市の進める未来の社会人を育てる「キャリア教
育」の基礎となる。この三つの言葉は具体性に乏しいが、
スクールコンセプトとして、わかりやすく広がりのある言
葉を選択し、常に振り返られるようにした。

沿
革
史

特
色
あ
る
教
育
活
動

教頭名 　丸　　山　　真 嗣 典 研
究
主
題

　「学びの意義を理解し、主体的に学び、自分の
　　可能性を発揮する生徒の育成」

～行事や総合的な学習など現実場面で、今まで学習した見方、考え方
を働かせ、集団の役に立つ経験の積み重ねを通して～

学級数

①キャリア教育・ユネスコスクールとしての実践
＜職場体験学習と全日空OPENへのボランティアの実施＞
　自己設定したテーマに基づき職業について調べ学習を行い，地域事
業所等で職場体験を実施。３年生は生涯学習振興会の主催でソクラテ
スミーティングを実施。１５人の職業人の話を聞いて好評を博した。
また，地域の輪厚ゴルフ場で行われる男子プロゴルフ大会，全日空
オープンにボランティアとして参加。
＜農業体験・カボチャ農園作業を通したESD環境教育実践＞
　近隣農家への農業体験学習の実施。カボチャを種から育て、栽培、
収穫から地域への寄贈や社会貢献という持続可能な循環型社会を目指
す環境教育を実践。
＜人権・福祉・環境・平和・国際理解教育の実践＞
　人権教室や命の大切さについての学習・福祉体験や福祉学習の充
実・ＥＳＤ・平和や国際理解教育（北大留学生との交流やＪＩＣＡを
活用しての授業）に力を入れている。
②コミュニティ・スクールの推進
　文科省、北広島市の指定を受け、コミュニティ・スクール事業を推
進。小中9年間の発達や学びを支える教育の充実を目指し、小学校、
地域の関係機関等と連携しながら「地域とともにある学校づくり」を
進めている。地域の人材活用、地域貢献、ＣＳを利用した学力向上や
生活改善策、情報発信活動に力を入れている。
◆小中一貫教育の取り組み
 ・９年間を見通した指導計画〈確かな学力〉
 ・中学校区での西部スタンダードの実践〈豊かな心〉
 ・家庭地域と連携を図った生活習慣の確立〈体力向上〉
 ・中学校区での授業交流と合同研修の実施〈開かれた学校〉

〇　自ら考える生徒　（創造）

〇　思いやる生徒　　（誠実）

〇　行動する生徒　　（自主）

〇　きたえる生徒　　 (健康）

　　　　　全日本合唱コンクール北海道支部大会銀賞

　　　　　全日本合唱コンクール北海道支部大会銅賞

　　　　　　　開校70周年記念事業（記念体育祭・文化祭及びドローン空撮）

注１．教諭数には校長・教頭を含む

　　　　　全日本合唱コンクール北海道支部大会銀賞

各 学 校 の 概 要

北広島市立西部中学校

校
章
の
由
来

　昭和２２年５月１日

（平成30年5月1日現在）

　全体は雪国北海道を象徴し、西部中学校の「西」
で形どっており、中央は中学校の「中」で金色、円
をもって囲んでいるが、円は協力と円満を表してい
る。全体として、純白な雪の如き心で仲良く協力
し、平和と民主的な人格を理念として進む道を示し
ている。
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（中学校）

電　話

開　校

年月日

職員数

　部活動指導員　　　　　　　１名

　

　普通　　１５学級

　特別支援　３学級

生徒数 　４９３名

学校の

教育目標

平成

３０

年度

学校経営

の

重点項目

注１．教諭数には校長・教頭を含む

昭和２２年　広島村立西部中学校大曲分校として設置
昭和３５年　広島村立大曲中学校として独立
昭和３６年　大曲中学校新築校舎完成
昭和４３年　大曲中学校校歌制定
昭和４６年　防音防止対策新築校舎完成
昭和５４年　増築校舎完成
　　　　　　（技術室・家庭科室・普通教室・玄関）
昭和６０年　増改築校舎完成
　　　　　　（普通教室８・特別教室３）
昭和６３年　開校４０周年、体育館落成記念式典
平成　３年　増築校舎完成
　　　　　　（普通教室６・特学教室２・理科室
　　　　　　　・音楽室・校長室・ボイラー室）
            校舎大規模改修工事完成
　　　　　　（被服室・美術室等）
平成　９年　全国中体連水泳大会出場
平成１１年　全国中体連ソフトテニス大会出場
平成１２年　HBCこども音楽ｺﾝｸｰﾙ全国大会出場
平成１５年　中体連全国大会（フィギュア）
            HBCこども音楽コンクール全国大会出場
平成１７年　全国中体連剣道、ソフトテニス大会出場
平成１９年　全国中体連ソフトテニス大会出場
平成２０年　身障者用トイレ、玄関スロープ設置
平成２１年　エレベーター設置
平成２２年　中央校舎耐震工事
平成２３年　全国中体連陸上大会出場
　　　　　　全国中体連スキー大会（ジャンプ）出場
平成２４年　全国中体連羽球・スキー大会(ジャンプ)出場
平成２５年　全国中体連スキー大会（ジャンプ）7位入賞
平成２７年　北校舎、体育館改修工事
平成２８年　東日本学校吹奏楽大会出場【銀賞獲得】
　　　　　　体育館改修工事
平成３０年　北校舎玄関大時計設置

沿
革
史

Ⅰ．確かな学力を身につける教育活動の推進。

Ⅱ．豊かな心を育む教育活動の推進。

Ⅲ．健康・安全な生活、体力を育む教育活動の
　　推進。

Ⅳ．積極的な生徒指導の推進及び充実。

Ⅴ．「生活･学力･豊かな心」「学校組織力」の
　　向上につなげる研修活動の充実。

Ⅵ．校舎内･外の教育環境整備の充実。

Ⅶ．家庭や地域との協力体制づくりの推進。

　教　　諭　　　　　　　　３７名　

　養護教諭　　　　　　　　　１名

　事務職員　　　　　　　　　２名

　業務主事・事務補助員　　　２名

　特別支援教育支援員　　　　１名

　特別支援学級介助員　　　　２名

　心の教室相談員・スクールカウンセラー　２名

『能動的に学習に取り組み、
    自ら学びを生かそうとする生徒の育成』

～生徒が自己表現を重ね、相互に学びを深める授業
づくりを通して～

学級数

① 朝読書の推進
② あいさつ運動の推進（健連協、PTAとの連携）
③ 生徒会各種ボランティア活動の推進
　（校外清掃・募金活動・除雪活動）
　　※小中一貫教育としての取組
④ 地域、家庭に開かれた学校を目指した
　「月１回のフリー参観日」の実施
⑤ 「総合的な学習の時間」
　　　〔　柞（ははそ）タイム　〕の実践
⑥ 地域の方を講師にした授業の実践
⑦ スケジュール管理手帳を活用したキャリア教育
　　の推進
◆小中一貫教育の取り組み
　　※小中一貫教育組織を活かした各種取組
・９年間を見通した小中一貫の指導計画立案と実践
　（学習指導、生活指導、体力づくり、総合的な
　　学習の時間、道徳教育）。
・メディア（ゲーム､スマートフォン､携帯電話等）
　利用についての小中共通のルールづくり。

（１）自ら考え行動する生徒

（２）ともに学び高め合う生徒

（３）豊かな感性を培う生徒

（４）健やかな心身を育む生徒

特
色
あ
る
教
育
活
動

教頭名 　吉　　本　　浩　　志
研
究
主
題

（平成30年5月1日現在）

学校名

各 学 校 の 概 要

北広島市立大曲中学校

校
章
の
由
来

　昭和２２年５月３１日

校長名 　大　　西　　二　　生

  前庭に多く茂っているナラの木の葉を表してい
る。コナラ、ミズナラなどの木を「柞（ははそ）」
と呼び、その葉が「柞葉（ははそば）」であり、本
校の歴史を象徴するものである。

所在地 　北広島市大曲中央2丁目4番地１

　３７６－２３５４
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（中学校）

電　話

開　校

年月日

職員数

　普通　　　８学級　

　特別支援　２学級

生徒数 　２３１名

学校の

教育目標

昭和２６年

昭和３５年 広島村立西の里中学校として独立

昭和４３年 現在地に新校舎１期工事竣工

昭和４４年 ２期工事竣工

昭和４５年 特殊学級１学級認可

校章制定・校歌制定・体育館新築落成

昭和５２年 増築工事竣工(普通教室４・家庭科室)

昭和５５年 西の里中学校同窓会発足

平成　元年 体育館新築完成

平成 平成　８年 コンピュータ教室完成

３０ 平成　９年 「小さな親切」実行章の受章

年度 平成１４年

学校経営 平成２０年

の

基本方針 平成２１年 増築工事竣工(普通教室５､特別教室６)

平成２２年

平成２３年 新校舎完成（２２年度３月引き渡し）

平成２５年

平成２６年

平成２７年

平成２８年 体育館大規模改修工事完了

平成２９年

所在地 　北広島市西の里７９０番地

　３７５－２８４３

　畠　　山　　　　　　学

　教　　諭　　　　　　　　１９名

（平成30年5月1日現在）

広島村立東部中学校西の里分校設置

ハイブリッド型校務用パソコン導入

注１．教諭数には校長・教頭を含む

　教育目標　『賢く　優しく　たくましく』

　重点教育目標
(1)学ぶ意義や学ぶ楽しさを実感し、自らの目標に向かって
ひたむきに学習する生徒の育成
(2)仲間を大切にし、ふるさと「西の里」を大切にする生徒
(3)感謝の心を大切にし、自分に自信を持って活動する生徒
の育成
(4)望ましい生活への考え方を身につけ、運動や芸術を大切
にする、心身ともに調和のとれた生徒の育成

学校名

各 学 校 の 概 要

特
色
あ
る
教
育
活
動

北広島市立西の里中学校

校
章
の
由
来

　昭和３５年５月１日

校長名 　高　　松　　　　　　篤

　三角形は永遠の進歩と安定を表している。その中
に伸びやかなとど松を配して、地域の象徴とした。
円形部分は、上部に西を、下部に里を入れている。
「とど松のごとく、伸びよ、たくましく、里中生
徒」を願望している。

教頭名

　業務主事・事務補助員　　　２名

学級数

市Ｐ連研究大会・母親研集会の開催(本校会場)

「花のまちコンクール」優秀賞
（最高賞）受賞

「花のまちコンクール」１３年連続優秀
賞（最高賞）受賞

北海道社会福祉大会表彰
（助け合い共同募金）

①キャリア教育の推進
　地域交流学習(1年)、職場体験・職場訪問(2年)、高校説明会・進路
講話・自分史新聞(3年)等を実施し、キャリア教育を積極的に推進し
ている。
②花いっぱい運動
　北広島市花のまちコンクール「優秀賞」（最高賞）受賞を初め２２
年連続入賞している。
③校内百人一首大会
　昭和59年から続いている、縦割り集団の機能を活かした本校の伝統
的行事で、地域の方も生徒と一緒に参加し、読み手としても協力をい
ただいている。
④ボランティア活動
　地域と連携した、ボランティアの生徒による「町内一斉清掃」への
積極的な参加の他、「チャリティコンサート」や「交通安全街頭啓発
運動」「ペットボトルキャップ収集」等に取り組んでいる。
◆小中一貫教育の取り組み
　西の里小学校とともに、西の里中学校区として平成30年度より本格
的にスタートした。これまでの連携を土台とし小中9年間を連結した
ものと考え一貫した指導計画による教科指導を行い、生きる上で必要
な様々な「力」を身につけることを目指す。

コンピューター教室ＰＣ入れ替え
工事

　特別支援教育支援員　　　　１名

　特別支援学級介助員　　　　１名

　心の教室相談員・スクールカウンセラー　２名

　栄養教諭　　　　　　　　　１名

　事務職員　　　　　　　　　１名

研
究
主
題

確かな学力と豊かな人間性の育成を目指す授業の創造
-「主体的・対話的で深い学び」の取組を通じた

                            授業改善を目指して-

改修工事竣工
(普通教室４､特別教室６､他)

＜学校経営方針＞
　学校課題の解決に向かい、重点教育目標の実現を目指
して、生徒の笑顔と保護者の笑顔、教職員の笑顔があふ
れ、「信頼され、魅力ある学校づくり」を進める。その
ために、次の内容を今年度の基本方針として学校経営を
進める。

(1)小中一貫教育を通して「生きる力」を育む教育活動の展
開
(2)新学習指導要領に向けた教育活動の推進
(3)豊かな感性を育てる学校づくり
(4)安全・安心な学校生活を送るための教育環境づくり
(5)活気があり、お互いが伸びる働きがいのある職場づくり
(6)学校改善に確実につなげる組織的な学校評価

＜学校経営の重点＞
(1）「社会で生きる力」を培う教育課程編成と授業改善
(2）夢と志を育み、社会人としての基盤づくりを進める系
統的な大志学（キャリア教育）と道徳教育
(3）誠実で主体的な態度と自己有用感を育てる生徒指導
(4) 心と体を一体と考えた健康・安全教育
(5）すべての子どもの学びを保障する特別支援教育
(6）家庭・地域・関係機関との連携

※　重点教育目標の具現化のための合い言葉
　その１
「すべての教育活動は、学力向上につながる」
「すべての教育活動は、いじめ未然防止につながる」
「すべての教育活動は、キャリア教育につながる」

  その２
３つの「あ」、挨拶･安全･後始末を意識した教育活動
　〇挨拶を元気よく！  〇安全に気を配る
  〇後始末をしっかり！

沿
革
史

　養護教諭　　　　　　　　　１名
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（中学校）

電　話

開　校

年月日

  教　  諭   　　　　　 １０名

  養護教諭   　　　　　 （１名）小中兼務

職員数

　

  普通　　　　２学級　　中1・2複式

  特別支援　２学級

生徒数   ８名

平成 平成13年1月

３０

年度 平成17年1月

学校経営 平成20年4月

の

基本方針 平成20年5月

平成20年12月

平成21年3月

平成21年4月

平成21年7月

平成21年7月

平成23年4月

平成25年7月

平成28年4月

平成28年12月

注1.教諭数には教頭を含む

　特別支援教育支援員　　（１名）小中兼務

学校名

校長名 　高　　松　　　　　篤

教頭名 　木　　村　　貴　　信

所在地 　北広島市西の里１０１５番地

　３７５－３６７３

教育課程編成等のため、向陽学院に指導主事
（教員）１名配置

学校設置に係る「協定書、基本方針」について北
海道など関係機関と締結

学校の
教育目標

・ 体育大会、学院祭など四季折々に分校と学院が一体となり行事
を実施しています。行事に対して小学生、中学生、卒生が一緒に
なり取り組むことで生徒の達成感、自己有用感を育んでいます。
特にマラソン大会の取組は、寮生活の一環として長年実施されて
おり、分校の体育の授業とも連携を図っています。

【重点教育目標】
（１）きまりや学習の意義を自覚し、目標に向かって生活する
中で、基本的な生活習慣や学習態度、基礎的・基本的な学
習内容を自ら身に付ける児童・生徒の育成。
（２）笑顔とあいさつ、感謝する心を大切にするとともに、自分
の感情をコントロールできる児童・生徒の育成。
（３）自他の健康を考え、運動や音楽、美術、物づくりなどを楽
しむ、心身ともに調和のとれた元気な児童・生徒の育成。
（４）自律し、学校復帰や進路実現を果たすことのできる児童・
生徒の育成。

【学校経営の方針と重点】
＜私たちの願い＞
「学ぶ楽しさと分かる喜びを味わい、夢に向かって努力する人
になるように」
（１）北広島市の「学校教育の重点」及び「実践目標」達成に
向けた取り組み
　小中一貫教育を推進していくため、「陽香会議」を推進組織
とし、小中の経営方針や分掌組織等を見直すとともに、小中
合同の活動や乗り入れ授業等の具体的な計画を推進してい
く。
（２）新学習指導要領に向けた教育活動の推進
　新学習指導要領の実施に向けた研修や移行措置の確実な
実施を行い、スムーズかつ着実な移行につなげていく。
（３）豊かな感性を育てる学校づくり
　仲間との共同生活の中で、感謝の心や思いやりの心を大切
にする児童生徒を育て、自己肯定感や自己有用感を持つ児
童生徒を育成する。
（４）安心・安全な学校生活を送るための教育環境作り
　生徒理解や教育相談、特別支援教育に関する専門性を一
層高め、安全・安心に学ぶことができる教育環境作りを進め
る。
（５）活気があり、お互いが伸びる働きがいのある職場づくり
　 学院・寮を含めた日常的なコミュニケーションを大切にする
とともに、小中併置の強みを生かし、やりがいを実感できる職
場づくりを進める。
（６）学校改善に確実につなげる組織的な学校評価
　ＲＰＤＣＡサイクルを充実・定着させ、学校評価、中間評価を
学校経営や学校運営の改善に確実につなげるとともに、学
院・寮との相互理解のためのツールとして有効活用する。

北広島市立西の里中学校陽香分校の開設、開
校記念式典の挙行

北広島市議会第４回定例会において「学校設置
条例の一部改正」により北広島市立西の里中学
校陽香分校の設置を決定

「道内児童自立支援施設の学校教育実施に係る
連携組織」設置。第１回会議を開催

特
色
あ
る
教
育
活
動

　スクールカウンセラー　（１名）小中兼務

□分校と学院が一体となった行事の実施

北広島市立西の里小学校陽香分校の開設

普通教室一部改修

愛鳥モデル校に指定

学級数

・北海道の愛鳥モデル校の指定を受け、豊かな自然を活用して
総合的な学習の時間に、学校周辺の森林にやってくる野鳥観察
を行っています。観察を通して、生命の尊さや環境の大切さを学
んでいます。
・ 野鳥の餌となる「ひまわり」の栽培活動をしています。

研
究
主
題

　学ぶ意欲をもち、
　　　主体的に行動・学習ができる
　　　　　　　　　　　児童生徒の育成

・ 基礎的・基本的な学力の定着と、主体的な学びの意欲の育成
を図るため、一時間、一単元等での育てたい力を明確にした授業
に努めるとともに、学習が役に立つことを実感できる教育活動を工
夫します。

第３回「児童自立支援施設における学校教
育導入関係機関打合せ会議」開催

特別支援学級の開設（知的）

北広島市立西の里小学校陽香分教室の併設

校務用端末機タブレットに更新

北海道福祉部より児童自立支援施設に学校
教育を導入するための協議

（平成30年5月1日現在）

□道徳や自然・地域から学ぶ心の教育の実施

各 学 校 の 概 要

北広島市立西の里中学校陽香分校

校
章
の
由
来

　平成２１年４月１日

　札幌市南区南の沢に学院が設置されていた当時、
生徒に図案についてアンケートを実施すると学院舎
の向かい側に広がるラベンダー畑に咲く花を選びま
した。生徒の思いを、「向」の文字をベースに「前
向き」「太陽を見る」などの意味を持たせ、札幌市
在住のデザイナー山下国男氏が作成しました。

　社会に適応し、自立できる人間の育成をめざ
し、生命・人間尊重の精神を培い、健康で人間性
豊かな生徒の育成に努める。

□社会で「生きる」力を培う教科指導指導

・豊かな心をはぐくむため、道徳の中に性教育を取り入れたり、自
然（昆虫・植物・野鳥など）について学習したり、地域の外部講師
を招いて読み聞かせを行うなど地域人材を活用した学習プログラ
ムの工夫をしています。
・福祉体験学習を通して自己有用感を育む教育を推進していま
す。

□野鳥観察など環境教育の実施
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（中学校）

電　話

開　校

年月日

　事務職員　　　　　　　　　　１名

　業務主事・事務補助員　　　　２名

　特別支援教育支援員　　　　　１名

　心の教室相談員・スクールカウンセラー  ２名

生徒数

学校の

教育目標

昭和４９年

昭和５３年

昭和５７年

昭和６１年

平成　２年

　　　　　　　礼儀・姿勢・約束 平成　３年

　◆「確かな知性で未来を開く」 平成　４年

平成 平成　８年

３０ 平成１２年

年度 平成１５年
 1　教育課程～９年間のゴールの姿が見える指導計画 平成１６年

学校経営  2　授業改善～主体的・対話的で深い学び

の  3　道徳教育～考え議論する授業

基本方針  4　特別支援教育～ニーズに応じた支援と合理的配慮

 5　ＩＣＴ活用～デジタル教科書の活用 平成１７年

 6　大志学～夢ノートの活用

 7　生徒指導～自己決定・自己実現 平成２２年

 8　地域との連携～地域人材の活用と地域貢献活動

 9　資質向上～小中の授業交流と合同研修

10　今日的な課題～ＥＳＤ教育の推進

平成２３年

平成２５年

平成２８年 学校案内看板取替

注１．教諭数には校長・教頭を含む

共に学び、共に高め合う、向学心あふれる
生徒の育成
　〈１年次〉生徒の学ぶ意欲を引き出す授業・
　　　　　　指導過程の工夫

①豊かな心の育成を推進する活動
　・地域ゴミ拾い（春：全校　秋：小6と中１）
　・除雪ボランティア　　・SV委員会の活動
②教科、道徳、総合的な学習での外部人材活用
　・人権教室　　・平和集会　・福祉学習
　・空手道（空手連盟）　・和楽器演奏（箏）
　・救急救命講習（消防署）
　・北大合唱団による合唱指導
　・ケータイ安全教室（NTT　DOCOMO）
　・薬物乱用防止教室（ライオンズクラブ）
③職場体験学習（キャリア教育）
　１年　酪農、畑作体験学習
　２年　２日間の職場体験学習　函館市内見学
　３年　修学旅行（関東方面）　上級学校体験
◆小中一貫教育の取り組み
  ・教育課程の検討
  ・授業交流の実施

　　　　　　　　　　　　　　〈拓こう〉

・創意を生かし　主体的に行動する生徒

　　　　　　　　　　　　　　〈つなごう〉

・自ら思考し　真理を求める生徒

　　　　　　　　　　　　　　〈たくましく〉

　　　　　　　　　　　　　　〈学ぼう〉

・豊かな信条を持ち　互いに協力する生徒

・心身ともに健康で　たくましい生徒

　１８９名

　髙　　橋　　浩　　子 研
究
主
題

特
色
あ
る
教
育
活
動

各 学 校 の 概 要 （平成30年5月1日現在）

北広島市立広葉中学校

校
章
の
由
来

　昭和４９年２月１日

　北広島市広葉町５丁目１番地

　３７３－４９１８ 　三枚の木の葉は校名の広葉を意味し、それぞれ教
育目標の「英知」「創造」「健康」を表し、それら
が組み合わさることによって、がっちりとした協力
体制をめざしている。

学校名

学級数

　養護教諭　　　　　　　　　　１名

　栄養教諭　　　　　　　　　　１名

　普通　　　６学級

　特別支援　３学級

校長名 　岡　　本　　   　仁

職員数

　教　　諭　　　　　　　　　１６名

所在地

教頭名

給食調理棟・ランチルーム完成

２月開校　３学級　９８名

　　　　　　東部中学校で授業開始

文部省指定教育実践奨励賞受賞

教育局実践奨励賞受賞

石狩管内視聴覚教育研究大会

コンピュータ教室・多目的教室完成

４月東部中学校と分離　校歌・校章制定

緑陽中学校開校に伴い分離

障害児学級開設

１８学級・特学２学級生徒数７１８名

『人を大切にし、共に学び、高め合う
　生徒の育成』

広葉中学校区スタンダードの具現化

　◆「形を整え心を磨く」

　　　　　　　学び・努力・表現

沿
革
史

校内耐震工事・大改修

石狩管内学校課題研究発表会

開校４０周年

文部科学省指定学力向上フロンティア事業
研究発表会

文部科学省指定人権教育総合推進地域事業
実践発表会

ＩＣＴ環境、校内ＬＡＮ整備

電子黒板設置

女子バスケ部ジュニアスポーツ奨励賞

文部科学省キャリア教育実践プロジェクト
事業

開校３０周年記念式典

〈平成３０年度重点〉
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（中学校）

電　話

開　校

年月日

  教　　諭　　　　　　　　　１３名

  養護教諭　　　　　　　　　　１名

  事務職員　　　　　　　　　　１名

職員数   業務主事・事務補助員　　　　２名

　特別支援教育支援員　　　　　１名

  心の教室相談員・スクールカウンセラー　２名

 

  普通　　　４学級

  特別支援　２学級

生徒数   １００名

学校の

教育目標

①主体的な学びから深い学びへとつなげる授業

平成

３０

年度

学校経営

の

基本方針 ④生徒個々にきめ細かな支援を進める特別支援教育

（３）保護者・地域から信頼され、

①保護者・地域の信頼に応える協働・連携・支援強化

②小学校との協働・協力による小中一貫教育

③落ち着きと豊かな人間性を育む

④活力と特色ある学校づくり

活力と特色ある学校づくり

生活・学習環境の整備

注１．教諭数には校長・教頭を含む

各 学 校 の 概 要

教頭名 　伊　藤　　　学 研
究
主
題

  学びを深め、大いなる自信を持って目標実現へと
　努力する生徒の育成

　～さらなる自己有用感・肯定感の向上を促す
　　取り組みを行って～

北広島市立緑陽中学校

校
章
の
由
来

　昭和５３年５月２７日

校長名 　小　川　　　満

　大自然の緑の中にのびのびと学習する生徒の姿を北広島
市を象徴する市の木「もみじ」にあしらって外郭とし、さ
らに明るさ・新鮮さを常に失わない人間の心の「豊かさ」
を願い、市の花「つつじ」を入れ内郭とした。校章の中の
円形は、緑陽中学校の名前である太陽をかたどり、烈々と
冷めることなく力を合わせて心身の鍛練に励む生徒の姿を
示し、それらの要に「緑中」の文字を配して調和のとれた
人格の形成を誓おうとしたものである。

学校名

人間性を育む道徳・キャリア教育

③いじめを未然に防止する健康・安全教育

（平成30年5月1日現在）

学級数
特
色
あ
る
教
育
活
動○　ともに鍛えん　　　○　ともに学ばん

○　ともに支えん　　　○　ともに進まん

 １．合唱活動の推進
　　　～集中力と一体感を育て、感動体験を共有する～
　・豊かな表情、言葉を大切にし、表現力を高める取組
　・リーダーを育て、質の高い集団づくりの取組
　・優れた合唱技術を身に付け、保護者や地域の方々に
　　感銘を与える取組
 ２．集会活動の充実
　　　～自治能力と社会性を育て、高める～
　・上級生が下級生のモデルとなる取組
　・「いじめ」撲滅集会など生徒が企画する主体的な取組
 ３．「ともにタイム」の充実
　　　～生きる力を育む実践の場・機会として～
　・ふるさとを学び、誇りを持つ取組
　・地域の人材（専門家）との交流
◆小中一貫教育の取り組み
　・目指す子ども像｢共に学び　心豊かに　たくましく生きる
   子ども」にむけたスタンダード『Ｇｒｅｅｎ　Ｕｐ』の推進

所在地 　北広島市緑陽町３丁目４番地

　３７２－２２３９

②夢や希望を抱き、豊かな感性と

 昭和５３年  １月 校舎第１期工事完成
             ４月 緑陽中学校開校、6学級172名
             ５月 開校式、校歌・校旗・校章披露
 昭和６２年　開校１０周年記念式典
 昭和６３年　女子バスケット部 全国大会出場
 平成　元年　１６学級　　松葉町全域通学区域
 平成　７年　全道中学生新人サッカー優勝
 平成　８年　全国中体連陸上　１５００M出場
 平成　９年　開校２０周年式典
 平成１０年　「心の教室」開設
 平成１１年　男子バスケットボール部全国大会出場
             合唱部 全国合唱コンクール銅賞受賞
 平成１２年　完全給食開始
 平成１３年　ＨＢＣこども音楽コンクール
　　　　　　 中学校の部  重唱部門　北海道代表
 平成１４年　体育館屋根葺き替え工事
 平成１５年　放送設備入れ替え工事
 平成１６年　文部科学省指定人権教育総合推進地域
 　　　　　　事業実践発表会
 平成１７年　全道中学校放送教育研究大会
 　　　　　　授業実践発表
 平成１８年　文科省指定「キャリア教育実践プロ
　　　　　　 ジェクト」
 平成１９年　開校３０周年記念式典
 平成２０年　洞爺湖サミット記念外清掃
 平成２１年　グランドフェンス改修工事
 平成２２年　電子黒板設置工事
 平成２３年　グランドフェンス修繕工事
 平成２４年　生徒用ＰＣ更新
 平成２５年　北海道ソフトテニス大会　個人戦優勝
 平成２６年　女子バスケットボール部全道大会出場
 平成２７年　体育館耐震化・ＬＥＤ化工事
 平成２８年　文化庁文化芸術による子供の育成事業
 平成２９年　開校４０周年記念事業

<今年度の重点目標>
 学びを深め、目標実現へと努力する生徒の育成
      大いなる自信
       ～ さらなる自己有用感・肯定感の向上

沿
革
史

対話的学びの促進

（１）主体的な学びと自己の考えを広げ深める

（２）豊かな心や社会性を育み、

自己有用感を高める教育活動

①人との関係力や自治能力・自己有用感を高める行事・特別活動

②計画的な学習習慣の定着化を図る取組

42



○児童数(小学校）

学級数 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

平成18年 141（21） 1,900 1,728 3,628 301 294 595 319 277 596 296 276 572 330 280 610 291 302 593 363 299 662

平成19年 139（23） 1,845 1,751 3,596 270 296 566 307 300 607 323 279 602 310 284 594 342 285 627 293 307 600

平成20年 140（24） 1,841 1,765 3,606 302 307 609 275 300 575 302 306 608 325 286 611 302 284 586 335 282 617

平成21年 145（27） 1,825 1,751 3,576 305 267 572 308 305 613 279 297 576 307 311 618 327 287 614 299 284 583

平成22年 146（25） 1,845 1,781 3,626 305 302 607 307 268 575 306 307 613 288 302 590 310 312 622 329 290 619

平成23年 147（28） 1,806 1,773 3,579 286 269 555 306 302 608 308 266 574 307 316 623 291 306 597 308 314 622

平成24年 142（28） 1,775 1,710 3,485 252 248 500 285 273 558 314 297 611 315 268 583 319 320 639 290 304 594

平成25年 137(26) 1,723 1,670 3,393 239 254 493 248 252 500 283 273 556 313 302 615 319 268 587 321 321 642

平成26年 133(24) 1,674 1,602 3,276 243 256 499 253 246 499 244 245 489 299 296 595 314 298 612 321 261 582

平成27年 125(21) 1,605 1,593 3,198 234 244 478 262 248 510 251 262 513 257 252 509 287 283 570 314 304 618

平成28年 123(23) 1,578 1,527 3,105 261 225 486 245 243 488 262 260 522 257 259 516 262 254 516 291 286 577

平成29年 121(22) 1,544 1,446 2,990 247 197 444 264 235 499 245 243 488 265 256 521 258 261 519 265 254 519

平成30年 123(24) 1,530 1,430 2,960 238 218 456 253 201 454 267 241 508 240 251 491 271 259 530 261 260 521

　注　（　）は、特別支援学級数を示す。（内数）

○生徒数（中学校）

学級数 男 女 計

平成18年 65（9） 983 904 1,887

平成19年 66（9） 1,030 877 1,907

平成20年 66（9） 997 854 1,851

平成21年 66（9） 983 870 1,853

平成22年 70（12） 908 825 1,761

平成23年 71（15） 942 825 1,767

平成24年 72（15） 918 874 1,792

平成25年 71（14） 914 880 1,794

平成26年 74（16） 907 919 1,826

平成27年 75（17） 912 865 1,777

平成28年 79(18) 936 877 1,813

平成29年 73(17) 907 848 1,755

平成30年 70（16） 854 829 1,683

　注　（　）は、特別支援学級数を示す。（内数）
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児　童　生　徒　数　の　推　移
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計

１ 年 生
年度

総 数

男 女

２ 年 生 ３ 年 生

男 女 計 男 女 計

614294 577 307 307317 318 635 283
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注. 教職員数は、校長・教頭・教諭（養護教諭・栄養教諭等を含む。兼務者は除く。）・事務職員の集計。（非常勤職員は除く）

　注1.　小学校1年生及び2年生、中学校１年生の学級数は35人学級で推計

108 220120
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西 の 里 中
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1
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1

0

専修学校
等

49

580

計
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2
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533501
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大 曲 中

521
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平成25年

平成31年 95

177

1

1

高 等 学 校

114

平成33年 90 429 383 441 446

440446

440

441 501

平成32年

429

平成34年

152 370

年　　度

平成17年

平成18年

平成19年

平成24年

平成21年

平成22年

平成20年

平成23年

211

214

138

142 356

361223

96

105

217

117

159 383 127

387

219 167

219 163

224

220

386

382

118 55 155112 231 102

中 学 校

５年生

105

167

６年生 計

児 童 数

小 学 校

４年生

111平成28年 218

平成27年

平成26年

年度
学級数

３年生２年生１年生

152123 108 237 96220 169 389 59

478

230 102 157

4962,817 52149

学級数
生 徒 数

１年生 ２年生 計３年生

1,564

113 160222 105

教　職　員　数　の　推　移

児童生徒数・学級数の推計（平成31年度以降・普通学級）

卒業生の進路

521

58

(各年5月1日現在）

(平成30年3月末現在）

212 91 66 157平成30年 199 170 369 108 104

平成35年 75 202 206

209

512 495 533 1,540

平成29年 220 166 386 104 106 216 104 60 170

81 206 429 383 441 446 440 2,345 51

547

446

511
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○就学援助認定者数推移（認定者数・率）
（単位：人及び％）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

753（23.0） 721（22.5） 680（21.9） 630（21.１）

421（23.1） 404（22.9） 400（22.1） 361（20.7）

1,174（23.0） 1,125（22.6） 1,080（22.0） 991（21.0）

○就学援助費項目別支出額
（単位：円）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

学用品費 6,177,744 6,257,321 5,354,443 5,726,635

通学用品費 1,386,898 1,339,450 1,725,524 1,145,630

新入学用品費 2,368,100 2,128,880 1,821,830 4,060,000

新入学準備金 4,263,000

校外活動費 1,597,628 1,941,010 1,727,871 1,557,814

修学旅行費 2,644,560 2,601,220 2,978,642 1,803,060

体育実技用具費 5,934,617 4,590,188 4,126,350 4,538,442

給食費 36,665,920 34,589,187 32,340,677 30,527,051

PTA会費 1,724,600 1,665,360 1,552,920 1,397,960

医療費 3,249,386 2,123,806 1,823,153 1,457,028

支出額合計 61,749,453 57,236,422 53,451,410 56,476,620

歳入（補助金額） 90,000 80,000 103,000 19,000

学用品費 5,004,839 4,834,822 5,083,795 4,492,484

通学用品費 607,292 619,184 582,765 521,993

新入学用品費 2,908,300 2,802,450 2,920,200 5,640,600

新入学準備金 4,360,800

校外活動費 1,429,530 1,664,747 1,660,947 1,441,774

修学旅行費 8,913,697 8,674,602 9,866,245 8,167,512

体育実技用具費 3,779,109 3,124,924 3,231,424 3,118,824

給食費 23,750,180 22,573,154 21,503,501 20,016,216

PTA会費・生徒会費 1,924,740 1,867,305 1,793,149 1,662,117

部活動費 4,180,611 4,409,711 4,374,663 4,254,394

医療費 653,194 606,647 570,924 700,743

支出額合計 53,151,492 51,177,546 51,587,613 54,377,457

歳入（補助金額） 307,000 160,000 403,000 247,000

支出額合計 101,008,178 108,413,968 105,039,023 110,854,077

歳入（補助金額） 375,000 240,000 506,000 266,000

注1.　支払額は各年度3月末現在。 　

注2．新入学準備金の支給は、平成29年度から実施。

小
学
校

区　分

就　学　援　助

小学校

中
学
校

中学校

合計

合
計

　　 　就学援助認定： 生活保護支給基準額の1．3倍に勤労控除等を加算した合計額を認定基準とし、
前年の収入が基準に満たない場合に認定対象となる。但し、保護者の離婚等に よ
り前年の収入が、申請時点の生活と乖離する場合は、現況により判断する。

注1.　(　　　）内は、総児童数及び生徒数に占める認定者数の割合。
注2.　認定者数は、各年度3月末現在。

区　　分
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○就学援助費支給内容
（単位：円/1年当たり）

小学校 中学校

実費 実費

2,230 2,230

40,600 47,400

40,600 47,400

実費 実費

実費 実費

実費 実費

実費（上限あり） 実費（上限あり）

実費 実費

実費（上限あり） 実費（上限あり）

実費（上限あり）

実費 実費

注1.

○奨学金
（各年3月末現在）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

90 90 76 79

5,345,000 5,400,000 4,560,000 4,740,000

注1.奨学金支給額：月額5,000円　

○高等学校等入学準備金支給状況
（各年3月末現在）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

82 89 84 86

1,640,000 1,780,000 1,680,000 1,720,000

注1.高等学校等入学準備金支給額：20,000円

校外活動費（日帰り、交通費・見学料実費支給）

通学用品費（２～６年生　定額支給）

学用品費

平成２１年度から、実費（上限あり）支給に変更

平成２６年度から、ＰＴＡ会費、生徒会費、部活動費を支給開始

体育実技用具費（小学校１．４年生、中学校１年生）　

新入学用品費（１年生　定額支給）

区　　　　　　分

校外活動費（宿泊、交通費・見学料実費支給）

新入学準備金（次年度小・中学校入学予定者　定額支給）

修学旅行費

平成２９年度から、新入学準備金を支給開始

平成２９年度から、新入学用品費の単価を変更

給食費

人　　数

支給額

区　　分

医療費

人　　数

奨　　学　　金　　等

支給額

区　　分

ＰＴＡ会費・生徒会費

部活動費

体育実技用具は平成１７年度から定額支給から、スキー購入利用券を発行し、物品と交換

平成１６年度までは、学用品費、校外活動費、体育実技用具費は定額支給
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○尿検査（全児童・生徒対象）

○心臓検診（小学校１・４年生、中学校１年生を対象）

○結核検診（全児童・生徒対象）

0

学　校　保　健
　（児童・生徒の健康診断結果）

（平成29年度実施結果）

区　　　　分

小 学 校 中 学 校

１年 ２年 ３年 ４年 計５年 ６年 計 １年 ２年 ３年

1 2 6

586 541 1,680

1 0 0

0

2 2

受 検 者 数 443 498 484 523 516 515 2,979 553

要観察 未受診者

（平成29年度実施結果）

糖 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区　　　　分 受検者数

精 密 検 査

要精密検
査者数

異常なし 異常あり

陽性者数

蛋　　白 0 0 0

1

小学校４年生 515 4 1 0 1 2

小学校１年生 429 3 1 1 0

1

合　　　　計 1,477 20 11 3 2 4

中学校１年生 533 13 9 2 1

（平成29年度実施結果）

区　分 受検者数
結核対策
委 員 会
対象者数

精 密 検 査

要精検者数 異常なし 異常有 未受診

2合　　計 4,719 0 4 2 0

2

中学校 1,730 0 0 0 0 0

小学校 2,989 0 4 2 0
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学　校　名
学校医名
（委嘱年月日）

学校歯科医名
（委嘱年月日）

学校薬剤師名
（委嘱年月日）

耳鼻科医名
（委嘱年月日）

眼科医名
（委嘱年月日）

東部小学校
十川　英明
（H23.4.1）

高津　良二
（H15.4.1）

黒田　岳典
（H21.4.1)

浅井　俊幸
（H12.8.1)

西部小学校
對馬　伸泰
（H3.4.1）

對馬　眞知子
（H3.4.1）

池谷　務
（H21.4.1)

安達　正明
（H23.4.1）

大曲小学校
森田　泰行
（H8.4.1）

田畑　太
（H17.4.1）

的場　繁彦
（H23.11.1)

安達　正明
（H23.4.1）

西の里小学校
北川　雅浩
（H29.4.1）

河井　芳樹
（S57.4.1)

鈴木　勝亮
（H29.4.1）

浅井　俊幸
（H12.8.1)

西の里小学校
陽香分校

石川　秀人
（H23.4.1）

河井　芳樹
（H23.4.1)

辻　正己
（H23.4.1)

浅井　俊幸
（H23.4.1)

北の台小学校
十川　英明
（S62.4.1）

作田　右気
（H25.4.1)

小野寺　寛生
（H27.4.1)

浅井　俊幸
（H12.8.1)

大曲東小学校
森田　泰行
（H8.4.1）

木村　朋義
（H12.11.14）

板垣　龍志
（H23.4.1)

安達　正明
（H23.4.1）

双葉小学校
十川　英明
（H24.4.1）

長沼　聖人
（H24．４．１）

鈴木　悠太
（H28.4.1)

秦　正人
（H24.4.1）

緑ヶ丘小学校
丹澤　理恵
（H24.4.1)

松本　貴子
（H24．４．１）

高橋　崇泰
（H24.4.1)

秦　正人
（H24.4.1）

荻野　哲男
（H27.4.1）

東部中学校
今井　良成
（H23.4.1）

平山　建
（H18.4.1)

金子　智和子
（H16.4.1)

浅井　俊幸
（H12.8.1)

西部中学校
對馬　伸泰
（H11.4.1）

西谷　昌泰
（H25.4.1)

的場　勧
（H25.4.1)

安達　正明
（H23.4.1）

大曲中学校
帯金　克行
（H30.4.1）

須貝　誠
（Ｈ27.4.1）

熊野　智美
（H19.11.1)

安達　正明
（H23.4.1）

西の里中学校
北川　雅浩
（H29.4.1）

木川　慶一
（H14.4.1)

栗原　敏行
（H28.4.1）

浅井　俊幸
（H12.8.1)

西の里中学校
陽香分校

石川　秀人
（H23.4.1）

河井　芳樹
（H21.4.1)

辻　正己
（H21.4.1)

浅井　俊幸
（H21.4.1)

広葉中学校
丹澤　理恵
（H20.4.1)

横井　敏一
（H11.4.1)

沼下　雅樹
（H27.4.1）

泰　正人
（H23.4.1）

緑陽中学校
石黒　絵里
（H29.4.1）

藤川　隆義
（S58.4.1)

高橋　基子
（H25.4.1)

秦　正人
（H23.4.1）

学　校　医　等　名　簿

寺井　高子
（H9.4.1)

（平成30年4月1日現在）

寺井　高子
（H9.4.1)
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バス及び自家用車利用通学者数（小学校）

H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29

137 119 137 119

6 7 3 2 3 3 4 6 3 3 1 19 22

6 7 3 2 140 122 4 6 3 3 1 156 141

25 19 25 19

1 1 1 1 2 2 1 3 6

1 26 20 1 2 2 1 28 25

40 24 40 24

2 1 2 1 4 1

2 1 40 24 2 1 44 25

27 32 27 32

1 2 1 1 1 2 1 4 4

1 2 1 28 32 1 2 1 31 36

26 16 26 16

1 1 1 1 1 1 1 1 5

1 1 1 26 17 1 1 1 27 21

13 21 13 21

2 1 3 0

2 1 13 21 16 21

6 7 6 7

3 1 1 1 1 1 6

3 1 7 8 1 7 13

0 0 0 0 137 119 0 0 0 0 0 0 137 119

6 7 3 2 3 3 4 6 3 3 0 1 19 22

6 7 3 2 140 122 4 6 3 3 0 1 156 141

注1．申請者数は、申請のあった保護者数。

計

６年

バス

自家用車

計

計

バス

自家用車

計

利

用

者

数

２年

バス

自家用車

計

３年

バス

自家用車

計

４年

バス

自家用車

計

５年

バス

自家用車

助　　成
申請者数

バス

自家用車

計

１年

バス

自家用車

計

通　学　費　助　成

東部小 西部小 大曲小 西の里小 北の台小 大曲東小 緑ヶ丘小 計双葉小
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バス及び自家用車利用通学者数（中学校）

H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29 H28 H29

2 4 1 1 2 5 5

3 3 6 3 2 2 1 1 1 1 2 13 12

5 7 7 3 7 3 1 1 1 3 2 18 17

4 1 0 5

3 1 3 1 1 7 2

3 5 3 1 1 1 7 7

1 1 0

2 2 2 1 1 1 1 1 4 7

2 2 2 1 1 1 1 2 5 7

2 1 1 4 0

1 1 1 1 1 2 3

2 2 1 1 1 1 1 6 3

2 4 1 0 0 1 0 0 0 2 0 5 5

3 3 6 3 2 2 1 1 1 1 2 13 12

5 7 7 3 2 3 1 1 1 3 2 18 17

児童生徒通学費助成制度について

　 遠距離等のため、バス定期券を購入して市内の公立小中学校に通学している児童生徒の保護者及びバスを利用できない地域に

居住し、自家用自動車による送迎を常としている児童生徒の保護者に対し、通学に要する経費の一部を助成する。

　バス利用者に対しては定期券代の２分の１を助成し、自家用車利用者に対しては通学距離が２㎞以上３㎞未満は１,０００円（小学校

のみ）、３㎞以上は１,４００円を助成する。（自家用自動車の場合は、１ヶ月内で１１日以上の送迎を必要とする者を助成対象とする）

　なお、通学費助成制度は平成１３年１１月１日から施行しているが、平成１５年５月１日から定期券を購入し、バスを利用して通学して

いる児童生徒への距離要件を撤廃した。

バス

自家用車

計

計

バス

自家用車

計

１年

バス

自家用車

計

利

用

者

数

２年

バス

自家用車

計

３年

緑陽中広葉中 みらい塾 計

助　　成
申請者数
（保護者数）

バス

自家用車

計

東部中 西部中 大曲中 西の里中
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○特別支援学級設置状況

知的 情緒 肢体 虚弱 計 知的 情緒 肢体 虚弱 計 知的 情緒 肢体 虚弱 計

学級数 2 1 3 2 2 4 2 2 4

児童数 11 8 19 13 10 23 11 9 20

学級数 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

児童数 1 4 1 6 3 4 1 8 3 1 1 5

学級数 1 1 2 1 1 2 1 1 1 3

児童数 5 2 7 6 2 8 5 3 1 9

学級数 1 2 1 4 1 1 2 1 1 1 3

児童数 6 9 1 16 6 8 14 5 9 1 15

学級数 1 1 1 1 1 1

児童数 2 2 1 1 1 1

学級数 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

児童数 1 2 2 5 1 2 1 4 1 5 2 8

学級数 1 1 2 1 1 2 1 1 2

児童数 4 2 6 4 3 7 3 5 8

学級数 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

児童数 3 4 2 9 1 2 2 5 2 2 1 5

学級数 1 1 2 1 1 2 1 1 2

児童数 1 1 2 1 2 3 1 3 4

学級数 9 9 4 0 22 9 9 3 0 21 9 10 5 0 24

児童数 32 34 6 0 72 35 34 4 0 73 31 38 6 0 75

知的 情緒 肢体 虚弱 計 知的 情緒 肢体 虚弱 計 知的 情緒 肢体 虚弱 計

学級数 1 1 1 3 1 1 1 3 1 1 2

生徒数 6 8 2 16 4 5 1 10 7 2 9

学級数 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 2

生徒数 3 1 1 1 6 3 1 1 1 6 2 3 5

学級数 1 1 2 1 1 1 3 1 1 1 3

生徒数 4 7 11 3 5 1 9 3 2 1 6

学級数 1 1 2 1 1 2 1 1 2

生徒数 3 4 7 3 3 6 4 4 8

学級数 1 1 2 1 1 2 1 1 2

生徒数 3 1 4 1 1 2 1 1 2

学級数 1 1 2 1 1 2 1 1 1 3

生徒数 2 4 6 1 4 5 1 2 1 4

学級数 1 1 2 1 1 2 1 1 2

生徒数 1 1 2 2 1 3 2 1 3

学級数 7 7 2 1 17 7 7 3 1 18 7 7 2 0 16

生徒数 22 26 3 1 52 17 20 3 1 41 20 15 2 0 37

○通級指導教室設置状況

学校名 区分

在籍児童数

担当教員数

在籍児童数

担当教員数

西の里小学校
（ひまわり）

西部小学校
（あかげら）

〃　陽香分校
（Ａ組）

双葉小学校
（きらめき）

（各年5月1日現在）

広葉中学校
（4組・5組）

大曲中学校
（大空）

〃　陽香分校
（Ａ組）

平成30年度

緑陽中学校
（みどり）

大曲東小学校
（なかよし）

北の台小学校
（たんぽぽ）

計

東部中学校
（いなほ）

　〔中学校〕

西の里中学校
（ポプラ）

学校名
（学級名）

区分

緑ヶ丘小学校
（なのはな）

特　別　支　援　教　育

計

（各年5月1日現在）
平成28年度 平成29年度

西部中学校
（楓）

平成29年度学校名
（学級名）

区分

　〔小学校〕 （各年5月1日現在）
平成30年度平成28年度

東部小学校
（かがやき）

大曲小学校
（かしのみ）

平成29年度

   注1.　教育支援委員会：　心身に障がいを有する等の理由により教育上特別の支援を必要とする児童、生徒及び就学予定者に対す
る就学に係る一貫した教育の支援を行うため、北広島市教育支援委員会を設置し、審議を行う。委員は、医
師・学識経験者・児童福祉施設の職員・関係教育機関の職員・関係行政機関の職員による20名で構成され
ている。

40

22 2
北の台小学校
（ADHD等）

4536

平成30年度平成28年度

緑ヶ丘小学校
（言語）

　 注3.　特別支援学級介助員：

平成29年度からは全学校配置（小学校各2名・中学校各１名）。

市内14名配置。

　 注2.　特別支援教育支援員：

5444 55

44 4
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1.　施設の概要　　（平成30年度）

2.　給食費の状況　　（平成30年度）

区分 学年

1年 1-9期：4,700～5,000円、10期：4,140～4,780円 

2年 1-9期：4,900～5,100円、10期：4,000～4,920円 

3年 1-9期：5,000～5,200円、10期：4,181～4,859円 

4年 1-9期：5,000～5,200円、10期：4,181～4,859円 

5年 1-9期：4,900～5,200円、10期：4,272～4,906円 

6年 1-9期：4,800～5,100円、10期：4,108～4,906円 

1年 1-9期：5,800～6,100円、10期：4,815～5,895円 

2年 1-9期：5,700～6,000円、10期：4,815～5,850円 

3年 1-9期：5,300～5,800円、10期：4,635～5,355円 

3.　学校給食栄養所要量　　（文部科学省の基準による）

ｴﾈﾙｷﾞｰ 蛋白質 脂　質 ｶﾙｼｳﾑ 鉄

Kcal ｇ ｇ ㎎ ㎎ Ａ μｇＲＥ B1　㎎ B2　㎎ C　㎎

530 16～26 300 2 150 0.3 0.4 20

640 18～32 350 3 170 0.4 0.4 20

750 22～38 400 4 200 0.5 0.5 25

820 25～40 450 4 300 0.5 0.6 35

4.　給食献立

週3回　月・水・金

週3回　月・火・木

週1回　火

週1回　水

週1回　木

週1回　金

週5回小中学校

小学校

中学校

ラーメン、スパゲティー、うどん　ほか

回　　　　　　　　数

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

181～193回

179～190回

168～182回

白飯、麦ご飯、まぜご飯　ほか

ソフトフランスパン、黒糖パン、ココアパン、
ミルクパン、 バターパン　ほか

185～195回

187～195回

187～195回

184～194回

184～192回

建  築  面  積

47,880～51,072円

180～190回

実  施  状  況 小学校　8校2,958人 中学校　3校 482人 中学校　3校 1,193人

一食単価

   高学年　266円

年間回数 給食費（月額、年10回納付） 年　額

46,800～49,400円

48,944～51,604円

49,181～51,285円

1,600食/日

給食開始年月 昭和49年1月 平成12年6月 平成14年6月

　学　校　給　食

   低学年　260円

   高学年　266円

   全学年　315円

52,920～57,330円

学校給食センター 広葉中学校給食調理場

電  話  番  号 373-2487 376-8371 374-3132

878.05㎡ 861.12㎡ 1,319.28㎡

調  理  能  力 5,000食/日

牛   乳

パ   ン

めん類

品　　目

ごはん

摂取ｴﾈﾙ
ｷﾞｰ

　全体の
25～30％

小
学
生

中　　　学　　　生

低学年

中学年

高学年

項目

ビ　　　タ　　　ミ　　　ン栄養素

内　　　　　　　　　　　　容

西の里中学校給食調理場名　　　　　　　称

所　　在　　地 朝日町5丁目1番地4 広葉町5丁目1番地 西の里790番地1

56,385～59,850円

57,015～60,795円

　 低学年　260円

49,181～51,285円

   中学年　263円

   中学年　263円

48,100～50,700円

1,000食/日
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 市内幼稚園・保育所の就園状況　(各年度5月1日現在）

247 322 336

(175) (251) (269)

(72) (71) (67)

259 319 327

(180) (236) (259)

(79) (83) (68)

289 322 319

(198) (228) (236)

(91) (94) (83)

261 330 326

(183) (232) (235)

(78) (98) (91)

270 313 338

(185) (227) (238)

(85) (86) (100)

275 289 329

(195) (201) (237)

(80) (88) (92)

※　幼稚園の（　）書き上段は市内在住園児数、下段は市外から通園する園児数。

区分

生活保護
及び市民
税非課税
世帯

市民税所
得割非課
税世帯

注1 市民税
所得割
77,100円
以下の世帯

注2 市民税
所得割
211,200円
以下の世帯

計

５歳児 36 7 44 204 291

４歳児 23 8 46 199 276

３歳児 16 4 39 131 190

満３歳児 3 2 7 33 45

計 78 21 136 567 802

５歳児 33 7 41 177 258

４歳児 22 8 44 173 247

３歳児 12 4 41 119 176

満３歳児 0 0 1 8 9

計 67 19 127 477 690

５歳児 23 4 37 125 189

４歳児 18 5 36 110 169

３歳児 13 0 24 111 148

満３歳児 0 1 7 26 34

計 54 10 104 372 540

５歳児 8 3 20 56 87

４歳児 8 0 19 70 97

３歳児 5 0 11 54 70

満３歳児 0 0 4 10 14

計 21 3 54 190 268

平成２３年度までは所得割額34,500円以下世帯。平成２４年度からは所得割額77,100円以下世帯。

平成２３年度は所得割額183,000円以下世帯。平成２４年度からは所得割額211,200円以下世帯。

26

幼　児　教　育
(単位：人)

年 齢 　３　歳　児 ４　歳　児 ５　歳　児

幼稚園 保育所保育所 幼児数

25 400 149 440 139 469

　　　 項目
 年度

幼児数 幼稚園 保育所 幼児数 幼稚園

399 130 423 147

163

457

439 148

27 411 135 440 142 472

28 391 140 430 146

155

30 428 167 382 134 438 157

29 360 129 417 150 439

95,499,000

年度
対象児通園
幼稚園数

保育料等減免措置対象児数（人）

減　　免　　額
または交付額
（円）

 幼稚園就園奨励費制度　（各年度末現在）

※　幼稚園就園奨励費制度：幼稚園教育の振興に資することを目的として、幼稚園に通園する満３歳児～
    ５歳児の保護者に対し、経済的負担の軽減を図るため、入園料及び保育料を減免する。

注　１　

注　２　

144

144

平成
２８
年度

市内5園
市外8園

77,435,500

平成
２９
年度

市内2園
市外4園

54,486,600

平成
２６
年度

市内8園
市外11園

103,292,500

平成
２７
年度

市内7園
市外13園
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平成２３～２５年度

施策検討 等

・北広島市幼児教育の連携
に関する懇話会①～⑥
（H23～）

・北広島市幼児教育の連携
に関する懇話会⑦⑧⑨⑩
（スタート・カリキュラ
ム、アプローチ・カリキュ
ラムを意識した連携へのア
クション強化と一般化。保
護者の不安解消を目指した
支援の方策検討。）

・北広島市幼児教育の連携
に関する懇話会⑪⑫⑬
（教職員、保育士の交流の
みでなく、保護者の交流の
場の設定等について、検討
を進める。）

・北広島市幼児教育の連携
に関する懇話会⑭⑮⑯
(各種取組の交流と検討、
次年度の方向性や取組につ
いて）

・北広島市幼児教育の連携
に関する懇話会⑰⑱⑲
（年３回程度）

・北広島市幼児教育の連携
に関する懇話会
（年３回程度）

・北広島市保育士研修会
「幼保小の連携について」
（H25～)

・市教委主催の幼保小の連
携に関する研修会
（保育士対象）

・幼稚園協会総会・研修
講演「幼保小の確かな連携
を」（H25)

・市教委主催の幼保小の連
携に関する研修会
（幼稚園教諭対象）

・市教委・広教研共催サ
マーセミナー
「幼保小連携携」（市内小
中、保育所、幼稚園職員参
加）（H25）

・市教委主催の幼保小の連
携に関する研修会（幼保小
合同）
・学童クラブ関係職員にも
参加をよびかける。
※保育士の出席に配慮し、
夜開催
1月14日 小学校教諭が保育
園２園で参観研修

・市教委主催の幼保小の連
携に関する研修会（幼保
小・学童クラブ合同で入学
後の子どもの様子の交流な
ども含めて）
※夜開催
7～8月
幼保小連携研修
（幼保を参観）

・市教委が交流スペース
（研修センター、夢プラザ
等）を用意し、市内一斉に
幼保小の担当者間の交流を
実施する。
・入学後交流会（6月17
日）
・小学校教諭による幼保の
参観研修（広教研教職員セ
ミナーと連携　8月5日、12
月27日）

・幼保小の連携に関する懇
談会（幼稚園・保育園、小
学校教職員が集まり懇談）
・市教委、広教研共催パ
ワーアップセミナー（幼保
小連携に関する講演会）

・市教委、広教研共催パ
ワーアップセミナー（幼保
小連携に関する講演会）

校園種間交流
（教職員間）

・各小学校が主体となった
幼保との個別の交流

・市教委が交流のスペース
（研修センター、公共施設
等）を用意し、市内一斉
に、入学前の交流会を実施
する。
（各園訪問前の概要把握）
1月16日
幼保小で交流
（入学前の交流）

・市教委が交流のスペース
（研修センター、公共施設
等）を用意し、市内一斉
に、入学前の交流会を実施
する。
（各園訪問前の概要把握）
6月12日
幼保小連携交流会
（入学後の交流）
1月中旬
幼保小連携交流会
（入学前の交流）

・市教委が交流スペース
（研修センター、夢プラザ
等）を用意し、市内一斉
に、幼保小の担当者間の交
流を実施する。
・入学前交流会
（1月20日）

・市教委主催の幼保小の連
携に関する研修会
６月～市内全幼保小から保
育士、幼稚園教諭、小学校
教諭が一同に会して、入学
後の子どもの様子の交流な
ども含めて）
１月～市内全幼保小から保
育士、幼稚園教諭、小学校
教諭が一同に会して、入学
前の子どもの様子の交流な
ども含めて

・市教委主催の幼保小の連
携に関する研修会
６月～市内全幼保小から保
育士、幼稚園教諭、小学校
教諭が一同に会して、入学
後の子どもの様子の交流な
ども含めて）
1月～市内全幼保小から保
育士、幼稚園教諭、小学校
教諭が一同に会して、入学
前の子どもの様子の交流な
ども含めて

校園種間交流
（児童・生徒主体）

・一部の小、中学校のキャ
リア教育的交流

・市内のすべての校区で９
年間の義務教育期間にキャ
リア教育的交流の機会を設
ける。

・市内のすべての校区で９
年間の義務教育期間にキャ
リア教育的交流の機会を設
ける。

・市内のすべての校区で９
年間の義務教育期間にキャ
リア教育的交流の機会を設
ける。

・市内のすべての校区で９
年間の義務教育期間にキャ
リア教育的交流の機会を設
ける。

校園種間交流
（幼児主体）

・一部の小学校での幼児と
の交流

・市内のすべての小学校区
で幼児との異学年交流の機
会を設ける。

・市内のすべての小学校区
で幼児との異学年交流の機
会を設ける。

・市内のすべての小学校区
で幼児との異学年交流の機
会を設ける。

・市内のすべての小学校区
で幼児との異学年交流の機
会を設ける。

保護者間
 交流・研修

・小学校入学前の時期に、
１年生に子どもが在籍して
いる先輩保護者が、幼稚園
や保育園等の年長組の保護
者と交流し、不安を解消す
る懇話会を開催する。
（小学校の入学説明会等の
内容を変えていく）

・幼稚園・保育園のPTA
と、小学校のPTAが連携
し、保護者同士が交流でき
る機会を設ける。
11月7日
幼保小連携研修会
（幼保の保護者にも小学校
の地域公開日をご案内）
11月4日～2月5日
年長児保護者と小学校職員
の交流
（希望のあった10園の保護
者懇談会にて実施）

・小学校の校区を意識し、
入学予定園児の保護者会に
小学校教諭が出向いて説明
するなど、保護者の不安を
解消する体制を作り、連携
を密にしていく。

・小学校の校区を意識し、
入学予定園児の保護者会に
小学校教諭が出向いて説明
するなど、保護者の不安を
解消する体制を作り、連携
を密にしていく。

・小学校の校区を意識し、
入学予定園児の保護者会に
小学校教諭が出向いて説明
するなど、保護者の不安を
解消する体制を作り、連携
を密にしていく。

連携の教育課程
構築

・一部の学校でスタート・
カリキュラム実施
・一部保育園・幼稚園でア
プローチ・カリキュラム実
施（H24)

・各小学校のスタート・カ
リキュラムの公開
・保育を小学校教育に繋ぐ
年長後半のアプローチ・カ
リキュラムの実施
2月20日 幼保合同の説明会
を実施
2月27日 小のみの説明会を
実施

・市教委ホームページに、
北広島市内の各幼稚園、保
育園、小学校間の教育連携
の様子を公開するととも
に、スタート・カリキュラ
ム、アプローチ・カリキュ
ラムの具体的な様子を紹介
していく。
11月～市内各園・小学校の
入学前後のカリキュラム等
を集約

・市教委ホームページに、
北広島市内の各幼稚園、保
育園、小学校間の教育連携
の様子を公開するととも
に、スタート・カリキュラ
ム、アプローチ・カリキュ
ラムの具体的な様子を紹介
していく。

・北広島市内の各幼稚園、
保育園におけるアプロー
チ・カリキュラムと、小学
校におけるスタート・カリ
キュラムを整備し、各小学
校区内で交流する。

・北広島市内の各幼稚園、
保育園におけるアプロー
チ・カリキュラムと、小学
校におけるスタート・カリ
キュラムを整備し、各小学
校区内で交流する。

・市内のすべての校区で９
年間の義務教育期間にキャ
リア教育的交流の機会を設
ける。　　　　　　　　6
月12日後半～幼保小連携入
学後交流会
1月15日～幼保小連携入学
前交流会

・保育士・幼稚園教諭によ
る小学校授業参観（土曜授
業や学校ごとの参観日等）
・小学校教員による幼稚
園・保育園参観研修

・市教委主催の幼保小の連
携に関する研修会（保育
士・幼稚園教諭合同で）
6月12日前半～幼保のみで
の交流会
11月7日～幼保小連携研修
（小学校の地域公開日をご
案内）
11月7日～幼保小連携研修
（小学校を参観）

・市教委主催の幼保小の連
携に関する研修会
・保育士・幼稚園教諭が小
学校の授業を参観（土曜授
業や学校ごとの参観日等）

交　流　内　容
平成２６年度
(報告）

平成２７年度
(報告）

平成２８年度
(報告）

平成２９年度
(報告）

アクションプラン策定以前の
取り組み

幼保小（中）研修
(学童クラブも含め)

平成３０年度
（予定）

・保育士・幼稚園教諭によ
る小学校授業参観（土曜授
業や学校ごとの参観日等）
・小学校教員による幼稚
園・保育園参観研修

「北広島市幼児教育連携」アクションプラン（案）
    （平成３０年５月１日現在）    
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学 校 名
所　在 　・　 電　話

広島天使幼稚園

中央4丁目5-2       373-2648

広島大谷幼稚園

広葉町3丁目2       373-4916

北広島かおり幼稚園

高台町1丁目9-1     372-2476

広島幼稚園

共栄町1丁目7-1     372-3447

大曲大谷幼稚園

大曲581-5          376-2226

大地太陽幼稚園

大曲784-106        377-1133

認定こども園北広島わかば幼稚園

若葉町3丁目11      373-5661

認定こども園札幌自由の森幼稚園・保育園

西の里498-1        375-4361

大谷むつみ認定こども園

大曲柏葉2丁目14-5　370-3773

札幌日本大学中学校

虹ヶ丘5丁目7-1     375-5311

北海道北広島高等学校

共栄305番地1     　372-2281

北海道北広島西高等学校

西の里東3丁目3番地3　375-2771

札幌日本大学高等学校

虹ヶ丘5丁目7-1   　375-2611

北海道札幌養護学校 小学部（訪問含む） 6

 共栄分校 中学部（訪問含む） 3

共栄274-1          373-6859 高　等　部 2

産　業　科 1

生産技術科 2

木　工　科 3

工　業　科 3

北海道白樺高等養護学校 家　庭　科 1

家庭総合科 2 校長　生内　聡

輪厚621-1　       376－2353 クリーニング科 3

生活園芸科 1

園芸科 2

生活窯業科 1

窯業科 2

社会福祉学部

美 術 学 部

経 営 学 部

北海道歯科技術専門学校

中央3丁目4-1       372-2457

5 園長　斎藤　由佳里

道立 昭和40年12月1日

高
等
学
校

特
別
支
援
学
校

4

7

10

昭和24年4月1日私立

私立

昭和58年4月1日

昭和53年4月1日

大
学

専門
学校

中
学
校

（平成３０年４月１日現在）

校長、園長等設 立 年 月 日区分 学 科 別 学級

9

9

私立

私立

私立

昭和53年4月1日

昭和50年4月1日

私立

私立

昭和49年4月1日

私立

昭和58年4月1日

昭和53年4月1日

私立 平成5年4月1日

私立 平成23年4月1日

昭和53年4月1日私立

昭和62年4月1日私立

昭和54年4月1日道立

私立 平成8年4月1日

  校長　堀川　厚志
 (本校・分校兼務）

  教頭　二上　顕億

校長　中田　久夫

普通科

普通科

普通科

歯科技工士科

36

学長　山本　一彦

校長　浅利　剛之

校長　橋本　達也

校長　根上　和也

24

23

北広島市内幼稚園及び学校等一覧

校長　浅利　剛之

園長　佐々木　圭子

園長　高山　隆二

園長　室橋　克己

平成15年4月1日

園長　高橋美千代

平成9年4月1日

園長　遠藤　末子

園長　吉田　俊文

園長　中目　明夏

園長　坂本　行正

9

3

4

10

星槎道都大学
　中の沢149          372-3111

幼
稚
園

認
定
こ
ど
も
園

道立

道立
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学 校 支 援 地 域 本 部 
 

学校支援地域本部は、学校支援コーディネーターを配置し、学校の求めに応じて地域の人

材やボランティア、有識者などを紹介・派遣し、学校教育を支援しています。 

学校においては、これまで「授業補助員活用事業」及び「学校支援ボランティア活用事業」

などにより、地域の方々の協力を得て教育活動を実施してきましたが、平成 24 年度からは、

学校支援地域本部を中心に関係事業を一括して調整できる体制とし、学校にとって利用しや

すくより効果的な事業運営が行える体制としました。平成26年度からは、2本部体制を1本

部体制とし、より効率的な運営ができる体制としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■各制度の概要 

授業補助員活用事業   

・小学校・中学校における「わかる授業」の展開のため、担任教員のほか授業補助員を配置

する。 

・１校当たり年間 150時間を基準とし、残り時間を学級数に応じ傾斜配分する。 

・授業補助員は、補助する授業に関し教員免許状の資格を有している者、見込みの者、同等

の資格を有するとみなされる者とする。 

・授業補助員に対し、謝礼として１時間1,100円を支給する。 

 

学校支援ボランティア活用事業 

・学校長が依頼するボランティア活動について、その活動経費の一部を補助するため、原則

１校45,000円の交付金を支給する。 

・交付金の対象経費は、ボランティアの旅費（交通費）、消耗品費、原材料費とする。 

 

人材の派遣  

学校支援地域本部 

（社会教育課内） 

 

 

 

学   校 

 

 

支援の依頼 

調整 

連携 

学校支援 

コーディネーター 

情報の提供 学校支援ボランティア 

（地域の人材） 

学校支援地域本部事業の概要 運営体制 

授 業 補 助 員 活 用 事 業 

学校支援ボランティア活用事業 

(社会教育課 所管予算事業) 
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